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ＳＩ１６ ３８－１ ＳＩ０７ ２４－６

ＳＩ０７ ２４－８ ＳＩ０７ ２４－９

ＳＫ０２ ４３－６

ＳＩ１５ ３５－１２ ＳＩ１６ 剥片

第１編 堂田Ａ遺跡

３８



５８ 遺物包含層出土石器（１）

５４－１ ５４－２ ５４－４ ５４－５ ５４－６
５４－３

５４－１２
５４－９

５４－７ ５４－８

５５－９

５４－２１

５４－１５
５４－１９５４－１４

５４－１７

５４－２２

５５－８

５４－１８ ５４－１６ ５４－２０

５５－６５５－７
５５－２

５５－５

５６－５
５６－４

５６－３

５５－４ ５６－７５５－１ ５６－６ ５６－８

３９



５９ 遺物包含層出土石器（２）

５６－１ ５６－２

５７－５５７－４

５７－３

５７－８

５７－１

５７－６

５７－６５７－１０５７－９
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４０



第２編 西 田 Ｈ 遺 跡



１ 遺跡遠景（北東から）

２ 調査区全景（北から）

４３



３ １次調査区全景（南上空から）

４ ２次調査区全景（北から）

第２編 西田Ｈ遺跡

４４



ａ ｂ

ｃ ｄ

５ 調査区各域 ａ １次調査区西部（上空から） ｂ １次調査区中央部（上空から）
ｃ １次調査区東部（上空から） ｄ 調査前現況（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

６ 調査区各域・作業風景 ａ ２次調査区東部（南から） ｂ ２次調査区谷部（西から）
ｃ ２次調査区谷部完掘（北から） ｄ 西部トレンチ調査風景（南東から）

４５



７ １号住居跡全景（東から）

ａ

ｂ ｃ

８ １号住居跡（１） ａ 土層断面（南東から）
ｂ 検出状況（東から） ｃ 掘形完掘（東から）
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４６



ｂ

ａ ｃ

９ １号住居跡（２） ａ カマド全景（東から） ｂ カマド燃焼部奥壁（南東から）
ｃ カマド架構石検出状況（東から）

ａ

ｂ ｃ

１０ １号住居跡（３） ａ カマド煙道土層断面（南から）
ｂ 煙出し穴（南から） ｃ 煙道（東から）

４７



１１ ２号住居跡全景（北東から）

ａ

ｂ ｃ

１２ ２号住居跡（１） ａ 土層断面�（南から）
ｂ 土層断面�（南西から） ｃ 検出状況（北から）
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４８



ａ ｂ

ｃ ｄ

１３ ２号住居跡（２） ａ カマド全景�（北東から） ｂ カマド全景�（北東から）
ｃ カマド土層断面�（東から） ｄ カマド土層断面�（西から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１４ ２号住居跡（３） ａ Ｐ９土層断面（南東から） ｂ Ｐ９完掘（南東から）
ｃ Ｐ１・７完掘（東から） ｄ １・２号住居跡掘形完掘（北東から）

４９



１５ ３号住居跡全景（南西から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１６ ３号住居跡 ａ 土層断面（北から） ｂ Ｐ２完掘（南東から）
ｃ Ｐ１土層断面（南東から） ｄ Ｐ１完掘（南東から）
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５０



１７ ４号住居跡全景（北から）

ａ

ｂ ｃ

１８ ４号住居跡 ａ 土層断面（北東から）
ｂ Ｐ１完掘（北から） ｃ Ｐ３完掘（北から）

５１



１９ ５号住居跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

２０ ５号住居跡 ａ 土層断面①（東から） ｂ 土層断面�（北から）
ｃ 完掘状況（北から） ｄ 焼土検出状況（北東から）
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５２



２１ ６号住居跡全景（南から）

ａ

ｂ

２２ ６号住居跡（１） ａ 南北土層断面（東から）
ｂ 南西土層断面（南から）

５３



ａ ｂ

ｃ ｄ

２３ ６号住居跡（２） ａ 検出状況（南から） ｂ Ｐ１完掘（東から）
ｃ Ｐ２土層断面（南から） ｄ 遺物出土状況（南から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

２４ ６号住居跡（３） ａ カマド全景（南から） ｂ カマド煙道部検出状況（北から）
ｃ カマド煙出し穴土層断面（東から） ｄ カマド煙出し穴完掘（西から）
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５４



２５ ７号住居跡全景（南から）

ａ

ｂ ｃ

２６ ７号住居跡（１） ａ 土層断面�（南東から）
ｂ 土層断面�（南から） ｃ 土層断面�（南東から）

５５



ａ ｂ

ｃ ｄ

２７ ７号住居跡（２） ａ 炉検出状況（東から） ｂ 炉全景（石有）（東から）
ｃ 炉全景（石無）（東から） ｄ 炉断割（北から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

２８ ７号住居跡（３） ａ 検出状況（西から） ｂ Ｐ１土層断面（東から）
ｃ Ｐ２土層断面（東から） ｄ 作業風景
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５６



２９ ８号住居跡土層断面（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

３０ ８号住居跡 ａ 検出状況（南東から） ｂ 埋置土器検出状況（南東から）
ｃ 土器埋置状況�（東から） ｄ 土器埋置状況�（南東から）

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳａ

Ⅳ’

Ⅳｂ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳａ

５７



３１ ９号住居跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

３２ ９号住居跡 ａ 検出状況（西から） ｂ 土層断面（南西から）
ｃ 炉跡検出状況（東から） ｄ 完掘（西から）
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５８



３３ １０号住居跡全景（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

３４ １０号住居跡 ａ 検出状況（北西から） ｂ 土層断面（南西から）
ｃ １号炉検出状況（南東から） ｄ 石皿検出状況（南東から）

５９



３５ １１・１２号住居跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

３６ １１・１２号住居跡 ａ 検出状況（南西から） ｂ １１号住居跡土層断面（北から）
ｃ １２号住居跡土層断面（南西から） ｄ １１号住居跡全景（南西から）
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６０



ａ ｂ

ｃ ｄ

３７ １３号住居跡 ａ 全景（北から） ｂ １３・１４号住居跡検出状況（東から）
ｃ 土層断面（北西から） ｄ 炉（北から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

３８ １４号住居跡 ａ 全景（東から） ｂ 土層断面（北から）
ｃ 炉（東から） ｄ 炉断面（北東から）

６１



ａ ｂ

ｃ ｄ

３９ １５号住居跡 ａ 全景（東から） ｂ 土層断面（北西から）
ｃ 炉（東から） ｄ 遺物出土状況（南西から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

４０ １６号住居跡 ａ 全景（北から） ｂ 土層断面（南東から）
ｃ 炉（北から） ｄ Ｐ３完掘（北から）
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６２



４１ １７号住居跡全景（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

４２ １７号住居跡（１） ａ 出土状況�（南東から） ｂ 検出状況�（南東から）
ｃ 検出層位（南東から） ｄ 周辺遺構群検出（北東から）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳａ

ＳＩ０８

Ⅳ’

Ⅴ

６３



ａ ｂ

ｃ ｄ

４３ １７号住居跡（２） ａ 土層断面�（北西から） ｂ 土層断面�（北東から）
ｃ 北壁立上がり（北西から） ｄ 西壁立上がり（北東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

４４ １７号住居跡（３） ａ 遺物出土状況�（南東から） ｂ 遺物出土状況�（南東から）
ｃ 遺物出土状況�（北西から） ｄ 遺物出土状況�（南東から）
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６４



ａ ｂ

ｃ ｄ

４５ １７号住居跡（４） ａ Ｐ９完掘（南東から） ｂ 炉跡検出状況（南東から）
ｃ 炉跡断割断面（東から） ｄ 完掘全景（北西から）

４６ １７号住居跡周辺遺構完掘状況（南西から）

６５



４７ １８号住居跡全景（南から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

４８ １８号住居跡細部 ａ 検出状況（東から） ｂ 土層断面（北東から）
ｃ Ｐ１完掘（南東から） ｄ 炉全景（北東から）
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６６



４９ １９号住居跡全景（南から）

ａ

ｂ ｃ

５０ １９号住居跡細部 ａ １９号住居跡土層断面（西から）
ｂ Ｐ３土層断面（東から） ｃ Ｐ６土層断面（南から）

６７



５１ ２０号住居跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

５２ ２０号住居跡細部 ａ Ｐ７検出状況（東から） ｂ Ｐ７上集石下部（東から）
ｃ Ｐ７土層断面（東から） ｄ 堀形全景（東から）
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６８



５３ ２１号住居跡全景（東から）

５４ ２２号住居跡全景（南西から）

６９



５５ ２３・２４号住居跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

５６ ２１・２２・２４号住居跡細部 ａ ２１号住居跡土層断面（北東から） ｂ ２２号住居跡遺物出土状況（東から）
ｃ ２２号住居跡土層断面（北東から） ｄ ２４号住居跡炉跡（北東から）
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７０



５７ ２５号住居跡全景（西から）

ａ

ｂ

５８ ２５号住居跡土層断面 ａ 南北土層断面（西から）
ｂ 東西土層断面（北東から）

７１



ａ ｂ

ｃ ｄ

５９ ２５号住居跡（１） ａ 検出状況（南東から） ｂ ２５～２７号住居跡重複状況（南東から）
ｃ Ｐ５土層断面（南東から） ｄ １９・２０・２２・２５号住居跡周辺遺構全景（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

６０ ２５号住居跡（２） ａ 炉全景（南から） ｂ 炉土層断面（西から）
ｃ 炉断ち割り（東から） ｄ 炉堀形（南から）
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７２



６１ ２６号住居跡全景（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

６２ ２６号住居跡土層断面 ａ 土層断面西部（南から） ｂ 土層断面中央部（南から）
ｃ 土層断面東部（南から） ｄ 南北土層断面（北西から）

７３



ａ ｂ

ｃ ｄ

６３ ２６号住居跡細部 ａ Ｐ７完掘（南東から） ｂ Ｐ１１完掘（北東から）
ｃ Ｐ４完掘（東から） ｄ Ｐ１０完掘（東から）

６４ ２７号住居跡全景（南西から）

第２編 西田Ｈ遺跡

７４



６５ ２８号住居跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

６６ ２８号住居跡細部 ａ 炉全景（東から） ｂ 炉土層断面（南西から）
ｃ 周溝（南から） ｄ Ｐ１完掘（南から）

７５



６７ ２９号住居跡全景（北から）

６８ ２９号住居跡遺物出土状況（南東から）
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７６



ａ ｂ

ｃ ｄ

６９ ２９号住居跡（１） ａ 遺物出土状況（北から） ｂ 土層断面（南西から）
ｃ １号炉全景（東から） ｄ １号炉断ち割り（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

７０ ２９号住居跡（２） ａ ２号炉全景（北東から） ｂ ２号炉断ち割り（東から）
ｃ ３号炉全景（東から） ｄ ３号炉断ち割り（東から）

７７



７１ ３０号住居跡全景（北から）

７２ ３１号住居跡全景（南西から）
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７８



７３ ３２号住居跡全景（南から）

７４ ３３号住居跡全景（南東から）

７９



７５ ３４号住居跡全景（東から）

ａ

ｂ ｃ

７６ ３４号住居跡細部 ａ 土層断面（東から）
ｂ 検出状況（西から） ｃ Ｐ１完掘（東から）
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８０



７７ ３５号住居跡全景（北西から）

７８ ３６号住居跡全景（東から）

８１



７９ ３７号住居跡全景（南西から）

８０ ３８号住居跡全景（南東から）
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８２



８１ ３９号住居跡全景（東から）

８２ ４０号住居跡全景（東から）

８３



８３ ４１号住居跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

８４ ４０・４１号住居跡細部，作業風景 ａ ４０号住居跡Ｐ１・２検出（北から） ｂ ４０号住居跡Ｐ３・４検出（南から）
ｃ ４１号住居跡検出状況（東から） ｄ 作業風景

第２編 西田Ｈ遺跡

８４



８５ １号掘立柱建物跡全景（南から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

８６ １号掘立柱建物跡 ａ Ｐ１土層断面（北西から） ｂ Ｐ６土層断面（南東から）
ｃ Ｐ１完掘（西から） ｄ 全景（南から）

８５



８７ ２号掘立柱建物跡全景（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

８８ ２号掘立柱建物跡（１） ａ Ｐ１土層断面（南西から） ｂ Ｐ１完掘（南東から）
ｃ Ｐ２土層断面（北東から） ｄ Ｐ２完掘（南東から）
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８６



ａ ｂ

ｃ ｄ

８９ ２号掘立柱建物跡（２） ａ Ｐ４土層断面（南西から） ｂ Ｐ４完掘（南東から）
ｃ Ｐ３土層断面（南西から） ｄ Ｐ５完掘（東から）

９０ ２号掘立柱建物跡完掘全景（南東から）

８７



９１ ３号掘立柱建物跡全景（北東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

９２ ３号掘立柱建物跡（１） ａ Ｐ３・４検出状況（南西から） ｂ Ｐ４検出状況（南から）
ｃ Ｐ１土層断面（南から） ｄ Ｐ１完掘（南から）
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８８



ａ ｂ

ｃ ｄ

９３ ３号掘立柱建物跡（２） ａ Ｐ２土層断面（東から） ｂ Ｐ２完掘（南東から）
ｃ Ｐ３土層断面（南東から） ｄ Ｐ３完掘（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

９４ ３号掘立柱建物跡（３） ａ Ｐ４土層断面（北西から） ｂ Ｐ４完掘（北から）
ｃ Ｐ５土層断面（南から） ｄ Ｐ６完掘（南から）

８９



９５ ４号掘立柱建物跡全景（南から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

９６ ４号掘立柱建物跡（１） ａ Ｐ２検出状況（東から） ｂ Ｐ３検出状況（東から）
ｃ Ｐ３掘形石（西から） ｄ Ｐ３完掘（南から）
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ａ ｂ

ｃ ｄ

９７ ４号掘立柱建物跡（２） ａ Ｐ１土層断面（東から） ｂ Ｐ１完掘（北から）
ｃ Ｐ４土層断面（南から） ｄ Ｐ４底面礫出土状況（北から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

９８ ４号掘立柱建物跡（３） ａ Ｐ７土層断面（西から） ｂ Ｐ５完掘（東から）
ｃ 全景�（南から） ｄ 全景�（南から）

９１



９９ ５号掘立柱建物跡全景（北西から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１００ ５号掘立柱建物跡 ａ Ｐ３検出状況（北西から） ｂ Ｐ３土層断面（北西から）
ｃ Ｐ４検出状況（北西から） ｄ Ｐ４土層断面（北西から）
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９２



１０１ ６号掘立柱建物跡全景（北から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１０２ ６号掘立柱建物跡 ａ Ｐ１土層断面（東から） ｂ Ｐ２土層断面（東から）
ｃ Ｐ３土層断面（北から） ｄ Ｐ４土層断面（北から）

９３



１０３ ７号掘立柱建物跡全景（南東から）

１０４ ８号掘立柱建物跡全景（北東から）
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９４



ａ ｂ

ｃ ｄ

１０５ １～４号土坑 ａ １号土坑完掘（北東から） ｂ ２号土坑完掘（東から）
ｃ ３号土坑完掘（北東から） ｄ ４号土坑完掘（南東から）

ａ

ｂ ｃ

１０６ ５号土坑 ａ 土層断面（南から）
ｂ 完掘（東から） ｃ ５号土坑・４号掘立柱建物跡Ｐ４土層断面（南から）

９５



ａ ｂ

ｃ ｄ

１０７ ６～８号土坑 ａ ６号土坑完掘（南東から） ｂ ７号土坑坑底施設全景（東から）
ｃ ８号土坑土層断面（南東から） ｄ ８号土坑完掘（南西から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１０８ ９～１２号土坑 ａ ９号土坑完掘（南東から） ｂ １０号土坑完掘（東から）
ｃ １１号土坑完掘（南から） ｄ １２号土坑完掘（北西から）
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９６



ａ ｂ

ｃ ｄ

１０９ １３～１５号土坑 ａ １３号土坑完掘（北西から） ｂ １４号土坑完掘（南東から）
ｃ １５・１７～１９・２１・２２号土坑検出状況（南西から） ｄ １５号土坑完掘（西から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１１０ １６～１９号土坑 ａ １６号土坑土層断面（東から） ｂ １７号土坑完掘（南から）
ｃ １８号土坑完掘（南から） ｄ １９号土坑完掘（東から）

９７



ａ ｂ

ｃ ｄ

１１１ ２０～２４号土坑 ａ ２０号土坑完掘（北から） ｂ １５・２１・２２号土坑完掘（南西から）
ｃ ２３号土坑完掘（東から） ｄ ２４号土坑完掘（南東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１１２ ２５～２７号土坑 ａ ２５号土坑検出状況（北西から） ｂ ２５号土坑完掘（北から）
ｃ ２６号土坑完掘（東から） ｄ ２７号土坑完掘（北から）
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９８



ａ ｂ

ｃ ｄ

１１３ ２８～３０号土坑 ａ ２８号土坑完掘（北西から） ｂ ２８号土坑検出状況（東から）
ｃ ２９号土坑完掘（西から） ｄ ３０号土坑完掘（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１１４ ３１～３３号土坑 ａ ３１号土坑完掘（東から） ｂ ３２号土坑完掘（東から）
ｃ ３３号土坑完掘（東から） ｄ ３３号土坑土層断面（東から）

９９



ａ ｂ

ｃ ｄ

１１５ ３４～３６号土坑 ａ ３４号土坑完掘（南西から） ｂ ３５号土坑完掘（東から）
ｃ ３５号土層断面（東から） ｄ ３６号土坑完掘（東から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１１６ ３６・３７号土坑，１号道跡 ａ ３６号土坑土層断面（東から） ｂ ３７号土坑完掘（東から）
ｃ １号道跡全景（南から） ｄ １号道跡土層断面（南から）
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ａ ｂ

ｃ ｄ

１１７ １～４号屋外焼土遺構 ａ １号焼土遺構検出状況（南から） ｂ ２号焼土遺構検出状況（南から）
ｃ ３号焼土遺構検出状況（北から） ｄ ４号焼土遺構検出状況（西から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１１８ ５・６号屋外焼土遺構 ａ ５号焼土遺構検出状況（北東から） ｂ ５号焼土遺構断割状況（南から）
ｃ ６号焼土遺構検出状況（北から） ｄ ６号焼土遺構断割状況（東から）

１０１



ａ ｂ

ｃ ｄ

１１９ １号土器埋設遺構 ａ 検出状況（北から） ｂ 土層断面（北から）
ｃ 断割状況（東から） ｄ 完掘（北から）

ａ ｂ

ｃ ｄ

１２０ ２号土器埋設遺構 ａ 検出状況�（南から） ｂ 検出状況�（南から）
ｃ 完掘（東から） ｄ 作業風景

第２編 西田Ｈ遺跡

１０２



ａ ｂ

ｃ ｄ

１２１ ピット群 ａ ＡＡ２６Ｐ１土層断面（南東から） ｂ 石製品出土状況�（東から）
ｃ 石製品出土状況�（南東から） ｄ ＡＡ２６Ｐ１完掘（南東から）

１２２ 遺物包含層Ｒ１９グリッド土層断面（南東から）

Ⅰ

Ⅰ’

Ⅱ’

Ⅳａ

Ⅳｂ

Ⅳｃ

Ⅳｄ

Ⅴ

Ⅵ

１０３



１２３ 遺物包含層Ｗ・Ｘ２１グリッド土層断面（北西から）

１２４ 遺物包含層Ｕ２６グリッド土層断面（北から）

Ⅱ

Ⅳａ
Ⅱ’

Ⅳｂ

Ⅳｃ

Ⅳｄ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ’

Ⅲ

Ⅳａ

Ⅳｂ

Ⅴ

Ⅵ
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１０４



ＳＩ０１ １０－１１ ＳＩ０２ １６－１

ＳＩ０６ ２９－４ ＳＩ０２ １６－５

１２５ １・２・６号住居跡出土土器

１２６ ５・９号住居跡出土土器

ＳＩ０５ ２５－１

ＳＩ０９ ３７－１
ＳＩ０５ ２７－１８

１０５



１２７ ３号住居跡出土土器

１２８ ５号住居跡出土土器

１９－３ １９－４１９－２１９－１

１９－５
１９－６

１９－９

１９－８

１９－１１１９－７

１９－１０

１９－１９１９－１２
１９－１４

１９－１３

１９－２１１９－１８ １９－２０１９－１５１９－１７

２５－７

２５－６

２５－４２５－３

２５－８

２５－２
２５－９ ２５－１２２５－１０

２５－１３

２５－１６
２５－１５２５－１４

２５－２１２５－１９
２５－１７ ２５－２０２５－１８
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１０６



１２９ ７号住居跡出土土器（図３２）

１３０ ８・９・１２号住居跡出土土器

１０６ １１７１ ４ ９８２ ３

１２ １３

１５ １９１７ １８１６

２２２１２０ １４ ２５２３
２４ ２６

２７

３１
２９２８ ３０ ３２ ３４ ３３ ３５

３８
３９

３７
３６

４２
４０

４３

４６ ４７

４１ ４８ ４９ ５１５２５０

ＳＩ０９ ３７－８ ＳＩ０９ ３７－４
ＳＩ０９ ３７－６

ＳＩ０８ ３５－３ ＳＩ０９ ３７－９
ＳＩ０９ ３７－５

ＳＩ０９ ３７－３
ＳＩ０９ ３７－１０

ＳＩ０９ ３７－７

ＳＩ０９ ３７－１２

ＳＩ０９ ３７－１１

ＳＩ０９ ３７－２

ＳＩ１２ ４０－１

１０７



ＳＩ０８ ３５－１

ＳＩ０８ ３５－１口縁部

ＳＩ０８ ３５－１体部

ＳＩ０８ ３５－２ ＳＩ０７ ３３－３５

ＳＩ１０ ３９－１

１３１ ７・８・１０号住居跡出土土器
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４５－１

４５－２４５－１ 口縁部

１３２ １５号住居跡出土土器

１３３ １７号住居跡出土土器

４８－５

４８－４
４８－１

４８－１０

４８－９

４８－３ ４８－２

４８－６

４８－７ ４８－８
４８－１１

１０９



１３４ １８・１９号住居跡出土土器

１３５ ２２・２５号住居跡出土土器

ＳＩ１８ ５０－５

ＳＩ１８ ５０－１３
ＳＩ１８ ５０－１２

ＳＩ１８ ５０－２０ ＳＩ１９ ５２－１１ ＳＩ１９ ５２－１３ＳＩ１８ ５０－２８
ＳＩ１９ ５２－１２

ＳＩ１９ ５２－１６
ＳＩ１９ ５２－２１

ＳＩ１９ ５２－１９ＳＩ１９ ５２－１４

ＳＩ２２ ５６－１４ ＳＩ２２ ５６－１５
ＳＩ２２ ５６－１７

ＳＩ２５ ５９－１７
ＳＩ２５ ５９－１２ ＳＩ２５ ５９－１８

ＳＩ２５ ５９－１１

ＳＩ２５ ５９－３２
ＳＩ２５ ５９－２９ ＳＩ２５ ５９－２５
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１１０



ＳＩ２２ ５６－１ ＳＩ２６ ６４－１

ＳＩ２２ ５６－２ ＳＩ２９ ７１－２

１３６ ２２・２６・２９号住居跡出土土器

ＳＩ２６ ６４－２１

ＳＩ２６ ６４－１０
ＳＩ２６ ６４－２０

ＳＩ２６ ６４－２５

ＳＩ２９ ７１－１２

ＳＩ２９ ７１－８ ＳＩ２９ ７１－１３
ＳＩ２９ ７１－９

１１１



１３７ ３０～３２・３５・３６号住居跡出土土器

１３８ ３４・３９・４１号住居跡出土土器

ＳＩ３２ ７６－１６

ＳＩ３０ ７３－１ ＳＩ３０ ７３－３

ＳＩ３５ ８２－６

ＳＩ３２ ７６－２１

ＳＩ３０ ７３－４

ＳＩ３０ ７３－７

ＳＩ３１ ７４－１ＳＩ３１ ７４－３ ＳＩ３６ ８４－１

ＳＩ３４ ８０－２

ＳＩ３４ ８０－１

ＳＩ３９ ８７－１
ＳＩ３４ ８０－４

ＳＩ３４ ８０－３

ＳＩ４１ ９０－１
ＳＩ３９ ８７－３

ＳＩ３９ ８７－６
ＳＩ３９ ８７－４

ＳＩ４１ ９０－２
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１３９ 土坑出土土器（１）

１４０ 土坑出土土器（２）

１１３－１ １１３－３ １１３－９１１３－６

１１３－４
１１３－１３

１１３－８ １１３－１１
１１３－１０１１３－２ １１３－７

１１３－５

１１４－２０
１１４－２４

１１４－１８ １１４－２８

１１４－２６

１１３－１２

１１４－２２
１１４－２１ １１４－２５

１１４－２７１１４－１９

１１４－２９
１１４－２３

１１４－３０
１１５－１

１１４－３３

１１５－３
１１５－２

１１５－７

１１４－３１
１１５－４ １１５－５ １１５－６

１１５－９１１５－８ １１５－１１
１１５－１０

１１５－１３

１１５－１２

１１５－１４ １１５－１６１１５－１５
１１５－１７ １１５－１９

１１５－２５
１１５－２４

１１５－２１
１１５－１８ １１５－２２

１１５－２０
１１５－２３

１１５－２７
１１５－２６

１１３



ＳＫ０５ １１３－１７ ＳＫ０５ １１４－１

ＳＫ０５ １１４－２ ＳＭ０１ １１８－１

ＳＫ１１ １１６－１２

ＳＭ０１ １１８－１細部

ＳＭ０２ １１８－２

１４１ 土坑・土器埋設遺構出土遺物
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１４２ 遺構内出土石器（１）

１４３ 遺構内出土石器（２）

ＳＩ０２ １７－１９

ＳＩ０６ ２９－１５
ＳＫ０９ １６－９ＳＩ０４ ２１－１０

ＳＩ０６ ２９－１６

ＳＫ０５ １１６－５

ＳＢ０４ ９９－１１ ＳＢ０４ ９９－１２ ＳＫ１０ １１６－１１
ＳＩ１０ ３９－１２

ＳＫ０８ １１６－７

ＳＩ２２ ５６－１９ ＳＩ２６ ６５－８ ＳＩ２６ ６５－１４
ＳＩ２２ ５６－２４

ＳＩ２２ ５６－２７

ＳＩ２６ ６５－２２
ＳＩ２６ ６５－２３ＳＩ２６ ６５－１９ＳＩ２６ ６５－１８ ＳＩ２６ ６５－２１

ＳＩ３４ ８０－５
ＳＩ３３ ７８－１６ＳＩ２８ ６９－９ ＳＩ３８ ８６－１６ ＳＩ４０ ８９－１ＳＩ３８ ８６－１７

１１５



１４４ ２５号住居跡出土石器

ＡＡ２６Ｐ２ １２１－１ＳＩ２６ ６６－１

１４５ 遺構内・遺物包含層出土石器

６０－１３ ６０－１６６０－１２ ６０－１４
６０－１７ ６０－２０ ６０－２１

６０－３６

６０－３８６０－３７
６１－３ ６１－１３

６１－２０

６１－２８６１－２７

６０－１５
６１－３３

６１－２５ ６１－４６１－２９６１－３０

ＳＩ２９ ７１－１６
ＳＩ２５ ６２－１２

ＳＨ ２２５－５

ＳＩ２６ ６６－２
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１６４－１９

１６４－１９外面 １６４－１９内面

１８１－２

１６９－１

１８２－５

１８２－６ １８９－３

１４６ 遺物包含層出土土器

１１７



１９３－２ １９７－１

１９３－４ １９７－１１

２２４－２０

１４７ 遺物包含層出土土器・土製品

２２４－４

２２４－５
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付編１ 福島県，堂田Ａ遺跡の自然科学分析

株式会社古環境研究所

�．堂田Ａ遺跡の土層とテフラ

１．はじめに

福島県域には，安達太良，吾妻，磐梯，那須，沼

沢など東北地方南部に分布する火山のほか，東北地

方北部，北関東地方，中国地方，九州地方などに分

布する火山から噴出したテフラ（tephra，火山砕屑物，

いわゆる火山灰）が数多く分布している。テフラの中

には，すでに噴出年代が明らかにされている指標テ

フラがあり，それらとの関係を求めることにより，

地層の堆積年代や土壌の形成年代だけでなく，遺構

や遺物の層位や年代などについても知ることができ

るようになっている。そこで層位や年代が不明な土

層が認められた小野町堂田Ａ遺跡においても，地質

調査を行って土層の記載を行うとともに，テフラ検

出分析，テフラ組成分析，さらに屈折率測定を行っ

て，指標テフラの検出同定を試みることになった。

調査の対象となった地点は，Ｄ６地点Ｌ�・�・�

セクションである。

２．土層層序

Ｄ６地点Ｌ�・�・�セクションでは，下位より

砂混じり黄灰色土（層厚９�以上，Ｌ�層），砂混じ

り灰褐色土（層厚１２�，Ｌ�層），砂混じりで色調が

とくに暗い暗灰褐色土（層厚２６�，Ｌ�層），砂混じ

り暗灰褐色土（層厚２２�，Ｌ�層），砂混じりでやや

灰色がかった褐色土（層厚３９�，Ｌ�層），黄白色軽

石を多く含む暗灰褐色土（層厚１７�，軽石の最大径５

�），黄白色軽石を少量含む黒灰褐色土（層厚１９�，

軽石の最大径２�，Ｌ	層），砂混じり褐色土（層厚

２７�，Ｌ�層）が認められる（図１）。発掘調査では，

Ｌ�層からＬ�層にかけて縄文時代早期，Ｌ	層か

ら平安時代の遺物が各々検出されている。

３．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析方法

土層の層位や年代に関する資料を得るために，Ｄ

６地点Ｌ�・�・�セクションにおいて基本的に５

�ごとに設定採取された試料のうち１６点について，

テフラ検出分析を行った。テフラ検出分析の手順は

次の通りである。

１）試料１０ｇを秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去

３）恒温乾燥器により８０℃で乾燥

４）実体顕微鏡下で，テフラ粒子の量や特徴を観察

（２）分析結果

テフラ検出分析の結果を表１に示す。分析では，

試料８より上位の試料から細粒の軽石を検出するこ

とができた。軽石のほとんどは白色で，わずかに試

料５に灰白色の軽石が認められる。試料８には，ほ

かと比較して多くの白色軽石（最大径１．８�）が含まれ

ている。一方，火山ガラスは，試料２８～２６，試料２２，

試料１０～２で認めることができた。試料５より下位

では無色透明，試料６より上位では白色の軽石型ガ

ラスがめだつ傾向にある。火山ガラスは試料８や試

料６に比較的多く含まれている。

４．テフラ組成分析

（１）分析試料と分析方法

発掘調査担当者から依頼を受けた土層の試料のう

ち，火山ガラスがわずかながら認められた試料２６と

試料１６，さらに軽石が野外で認められた土層から採

取された試料８の３点を対象に，火山ガラス比分析

と重鉱物組成分析を合わせたテフラ組成分析を行っ

た。分析の手順は次の通りである。
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１）テフラ検出分析処理済みの試料のうち試料２６，試

料１６，試料８について，分析篩により１／４～１／８

�の粒子を篩別

２）偏光顕微鏡下で２５０粒子を観察し，火山ガラスの

形態色調別比率を求める（火山ガラス比分析）

３）偏光顕微鏡下で重鉱物２５０粒子を観察し，重鉱物

組成を明らかにする（重鉱物組成分析）

（２）分析結果

分析結果をダイヤグラムにして図２に，火山ガラ

ス比と重鉱物組成の内訳を表１と表２に示す。試料

２６には，量が多い順に分厚い中間型（２．０％），スポン

ジ状に発泡した軽石型（０．４％），繊維束状に発泡した

軽石型（０．４％）が含まれている。重鉱物としては，量

が多い順に，斜方輝石（３０．８％），黒雲母（３０．４％），

角閃石（２０．０％），単斜輝石（７．２％），磁鉄鉱（６．８％）

などが含まれている。試料１６には，中間型（０．４％）や

スポンジ状に発泡した軽石型（０．４％）がごく少量含ま

れている。重鉱物としては，量が多い順に，黒雲母

（５４．４％），斜方輝石（１８．８％），磁鉄鉱（１０．０％），角

閃石（６．８％），単斜輝石（４．８％）などが含まれている。

試料８には，スポンジ状に発泡した軽石型（２．４％）が

少量含まれている。重鉱物としては，量が多い順に，

角閃石（３０．４％），磁鉄鉱（２６．４％），黒雲母（２５．２％），

斜方輝石（１４．０％），単斜輝石（０．８％）などが含まれて

いる。

５．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

テフラ組成分析の対象となった３試料について，

位相差法（新井，１９７２など）をもとにした温度変化型

屈折率測定装置（京都フィッション・トラック製RIMS

８６）により，含まれる斜方輝石を対象として，屈折率

の測定を行った。

（２）測定結果

屈折率測定の結果を表４に示す。試料２６に含まれ

る斜方輝石の屈折率（γ）は，１．７０１－１．７１０である。試

料１６については，斜方輝石の量が少ないために測定

が困難であった。試料８に含まれる斜方輝石の屈折

率（γ）は，１．７０２－１．７１１である。

６．考察

Ｄ６地点Ｌ�・�・�セクションにおいて，テフ

ラ検出分析，テフラ組成分析，屈折率測定の対象と

なった試料のうち，試料８（Ｌ�層下部）には，黄白

色軽石粒子が含まれていることや，斜方輝石の屈折

率を考慮すると，約５，０００年前＊１に沼沢火山から噴出

した沼沢１テフラ（Nm－１，只見川第四紀研究グル

ープ，１９６６ａ，１９６６ｂ，町田・新井，１９９２）に由来す

るテフラ粒子が多く含まれていると考えられる。た

だ，細粒の白色軽石や白色の軽石型ガラスも比較的

多い点，さらに斜方輝石の屈折率を見ると，この試

料には，ほかに６世紀初頭に榛名火山から噴出した

榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr－FA，新井，１９７９，坂

口，１９８６，早田，１９８９，町田・新井，１９９２），または６世

紀中葉に榛名火山から噴出した榛名二ツ岳伊香保テ

フラ（Hr－FP，新井，１９６２，坂口，１９８６，早田，１９８９，

町田・新井，１９９２）に由来するテフラ粒子が混在して

いる可能性が考えられる。このことから，Ｌ�層に

ついては，少なくともHr－FA降灰後に形成された

と考えられよう。このことは，本土層から平安時代

の遺物が検出されていることとも矛盾しない。

試料２６や試料１８に含まれるテフラ粒子については，

より多くのテフラに由来する可能性が考えられる。

もしかすると，斜方輝石および単斜輝石（合わせて両

輝石）の比率が比較的高いことや，斜方輝石の屈折率

などから，約５，４００年前＊１に浅間火山から噴出した浅

間六合軽石（As－Kn，早田，１９９６）が混在しているの

かも知れない。ほかに可能性があるテフラとしては，

火山ガラスの形態や，斜方輝石および単斜輝石に比

較的富むことなどから，約１．５～２．０万年前（約１．８万
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年前＊１）に浅間火山から噴出した浅間白糸軽石（As

－Sr，町田ほか，１９８４，中沢ほか，１９８４，町田・新

井，１９９２，２００３），約１．５～１．６５万年前（約１．３～１．４万

年前＊１）に浅間火山から噴出した浅間板鼻黄色軽石

（As－YP，新井，１９６２，町田・新井，１９９２，２００３）な

どの浅間火山起源のテフラのほか，安達太良火山，

日光火山群，那須火山などに起源をもつテフラが考

えられよう。

７．小結

小野町堂田Ａ遺跡において，地質調査，テフラ検

出分析，テフラ組成分析，屈折率測定を行った。そ

の結果，沼沢１テフラ（Nm－１，約５，０００年前＊１）や

榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr－FA，６世紀初頭）あるい

は榛名二ツ岳伊香保テフラ（Hr－FP，６世紀中葉）な

どに由来する可能性があるテフラ粒子を検出するこ

とができた。

＊１ 放射性炭素（１４Ｃ）年代．
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※数字はテフラ分析の試料番号�

図１ Ｄ６地点Ｌ�・�・�セクションの土層柱状図

図２ テフラ組成ダイヤグラム
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表１ テフラ検出分析結果

表２ 火山ガラス比分析結果

表３ 重鉱物組成分析結果

表４ 屈折率測定結果

地点 試料 軽石・スコリア 火山ガラス
量 色調 最大径 量 色調 最大径

Ｄ６ ２ ＋ 白 １．２ ＋ pm 白
４ ＋ 白 １．３ ＋ pm 白
６ ＋ 白 １．７ ＋ pm 白
５ ＋ 白，灰白 １．３ ++ pm 透明
８ ++ 白 １．８ ++ pm 透明
１０ － － － ＋ pm 透明
１２ － － － － － －
１４ － － － － － －
１６ － － － － － －
１８ － － － － － －
２０ － － － － － －
２２ － － － ＋ pm 透明
２４ － － － － － －
２６ － － － ＋ pm 透明
２８ － － － ＋ pm 透明
３０ － － － － － －

地点 試料 bw(cl) bw(pb) bw(br) md pm(sp) pm(fb) その他 合計
Ｄ６ ８ ０ ０ ０ ０ ６ ０ ２４４ ２５０

１６ ０ ０ ０ １ １ ０ ２４８ ２５０
２６ ０ ０ ０ ５ １ １ ２４４ ２５０

地点 試料 bw(cl) bw(pb) bw(br) md pm(sp) pm(fb) その他 合計
Ｄ６ ８ ０ ３５ ２ ７６ ６３ ６６ ８ ２５０

１６ ０ ４７ １２ １７ １３６ ２５ １３ ２５０
２６ ０ ７７ １８ ５０ ７６ １７ １２ ２５０

地点 試料 斜方輝石の屈折率（γ）
Ｄ６ ８ １．７０２－１．７１１

１６ －※１
２６ １．７０１－１．７１０

＋＋：中程度，＋：少ない，－：認められない．最大径の単位は，�．ｐｍ：軽石型．

数字は粒子数．bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，cl：無色透明，

pb：淡褐色，br：褐色，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．

数字は粒子数．ol：カンラン石，oxp：斜方輝石，cpx：単斜輝石，ho：角閃石，

bi：黒雲母，mt：磁鉄鉱．

温度変化型屈折率測定装置（ＲＩＭＳ）による．

※１：粒子が少ないために測定不適．
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�．堂田Ａ遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

１）１４Ｃ年代測定値

試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から，単純に現在（ＡＤ１９５０年）か

ら何年前かを計算した値。１４Ｃの半減期は，国際的慣

例により Libby の５，５６８年を用いた。

２）
デルタ

δ１３Ｃ測定値

試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための炭素安定同

位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）。この値は標準物質（PDB）の同位体

比からの千分偏差（‰）で表す。

３）補正１４Ｃ年代値

δ１３Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知

り，１４Ｃ／１２Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

４）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中１４Ｃ濃度の変

動を較正することにより算出した年代（西暦）。cal

は calibration した年代値であることを示す。較正に

は，年代既知の樹木年輪の１４Ｃの詳細な測定値，およ

びサンゴのU－Th年代と１４Ｃ年代の比較により作成

された較正曲線を使用した。最新のデータベースで

は約１９，０００年ＢＰまでの換算が可能となっている。

ただし，１０，０００年ＢＰ以前のデータはまだ不完全で

あり，今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正１４Ｃ年代値と暦年代較正曲

線との交点の暦年代値を意味する。１
シグマ

σ（６８％確率）

と２
シグマ

σ（９５％確率）は，補正１４Ｃ年代値の偏差の幅を較

正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって，

１．試料と方法

２．測定結果

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法
№１ Ｅ９グリッド，�層 土器片＊ 酸－アルカリ－酸洗浄 ＡＭＳ
№２ Ｇ６グリッド，�層 土器片＊ 酸－アルカリ－酸洗浄 ＡＭＳ
№３ １４号住居跡，�層 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄 ＡＭＳ
№４ Ｅ８グリッド，�層 土器片＊ 酸－アルカリ－酸洗浄 ＡＭＳ

試料名 測定№
（Beta－）

１４Ｃ年代
（年ＢＰ）

δ１３Ｃ
（‰）

補正１４Ｃ年代
（年ＢＰ） 暦年代（西暦）

№１ １８８０５２ ７５１０±４０ －２５．６ ７５００±４０ 交点：cal BC ６３９５
１ σ：cal BC ６４１５～６３７０，
：cal BC ６３００～６２７０

２ σ：cal AD６４３５～６２４５
№２ １８８０５３ ６３００±４０ －２７．１ ６２７０±４０ 交点：cal BC ５２８０

１ σ：cal BC ５３００～５２３０
２ σ：cal BC ５３２０～５２０５，
：cal BC ５１７０～５０８５

№３ １８８０５４ ６４００±４０ －２３．５ ６４２０±４０ 交点：cal BC ５３７５
１ σ：cal BC ５４６５～５３４０
２ σ：cal BC ５４７５～５３１５

№４ １８８０５５ ６２２０±４０ －２６．６ ６２１０±４０ 交点：cal BC ５２２０
１ σ：cal BC ５２５５～５０７０
２ σ：cal BC ５２９０～５０４５

※１）AMSは加速器質量分析法：Accelerator Mass Spectrometry

＊ 編著者註 土器片付着炭化物
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図３ 放射性炭素年代測定土器

複数の交点が表記される場合や，複数の１ σ・２σ 値が表記される場合もある。

�．堂田Ａ遺跡における花粉分析

１．はじめに

花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象とした

比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とし

た局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの

植物遺体は，水成堆積物では保存状況が良好であるが，

乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存してい

ない場合もある。

ここでは，堂田Ａ遺跡における堆積環境を推定す

る目的で花粉分析を行った。

２．試料

試料は，Ｄ６地点のＬ�・Ｌ�・Ｌ�セクション

より採取された堆積物で，Ｌ�層（試料FBC０３KM

１０８，砂混じり灰褐色土），Ｌ�層（試料FBC０３KM

１０９，砂混じり暗灰褐色土砂混）の２点である。

３．方法

花粉粒の分離抽出は，中村（１９７３）の方法をもとに，

以下の手順で行った。

１）５％水酸化カリウム溶液を加えて１５分間湯煎

２）水洗処理の後，０．５�の篩で礫などの大きな粒子

を取り除き，沈澱法で砂粒を除去

３）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置

４）水洗処理の後，氷酢酸によって脱水してアセトリ

シス処理を施す

５）再び氷酢酸を加えて水洗処理

６）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し，グリセリ

ンゼリーで封入してプレパラート作成

７）検鏡・計数

検鏡は，生物顕微鏡によって３００～１０００倍で行った。

花粉の同定は，嶋倉（１９７３）および中村（１９８０）をアト

ラスとして，所有の現生標本との対比で行った。結果

は同定レベルによって，科，亜科，属，亜属，節および

種の階級で分類し，複数の分類群にまたがるものはハ

イフン（－）で結んで示した。イネ属については，中

村（１９７４，１９７７）を参考にして，現生標本の表面模様・

大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定している

が，個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

４．結果

（１）分類群

出現した分類群は，樹木花粉６，草本花粉４，シ

ダ植物胞子１形態の計１１分類群である。これらの学

名と和名および粒数を表１に示す。主要な分類群は

写真に示した。また，寄生虫卵についても観察したが，

いずれからも検出されなかった。

以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕
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マツ属複維管束亜属，スギ，シイ属，コナラ属コ

ナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，ニレ属－ケヤキ

〔草本花粉〕

イネ科，タンポポ亜科，キク亜科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子

（２）花粉群集の特徴

１）Ｄ６地点，Ｌ�層（試料FBC０３KM１０８）

花粉密度が低く，樹木花粉ではマツ属複維管束亜

属，スギ，シイ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ属

アカガシ亜属，ニレ属－ケヤキが，草本花粉ではイ

ネ科，タンポポ亜科，キク亜科，ヨモギ属が検出さ

れた。

２）Ｄ６地点，Ｌ�層（試料FBC０３KM１０９）

花粉密度が非常に低く，ヨモギ属のみが検出され

た。

５．花粉分析から推定される植生と環境

Ｌ�層，Ｌ�層とも花粉密度が非常に低く，土壌

生成作用や乾燥と湿潤を繰り返す堆積環境により花

粉など有機質遺体の分解が行われたと考えられる。

よって，両層準とも比較的乾燥した環境であったと

推定される。

周辺はイネ科，タンポポ亜科，キク亜科，ヨモギ

属が生育し，陽当たりの良い乾燥した開地の環境が

分布していたと考えられる。周辺地域には，マツ，

スギなどの針葉樹林やシイ属，コナラ属コナラ亜属，

コナラ属アカガシ亜属，ニレ属－ケヤキが孤立木と

してか，やや遠方に森林として分布していたと推定

される。

参考文献

金原正明（１９９３）花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本第１０巻古代資料研究の方法，角川書店，ｐ．２４８・２６２．

嶋倉巳三郎（１９７３）日本植物の花粉形態．大阪市立自然科学博物館収蔵目録第５集，６０ｐ．

中村 純（１９７３）花粉分析．古今書院，ｐ．８２・１１０．

中村 純（１９７４）イネ科花粉について，とくにイネ（Oryza sativa）を中心として．第四紀研究，１３，ｐ．１８７・１９３．

中村 純（１９７７）稲作とイネ花粉．考古学と自然科学，第１０号，ｐ．２１－３０．

中村 純（１９８０）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館収蔵目録第１３集，９１ｐ．

付編１

１４２



表５ 堂田Ａ遺跡における花粉分析結果

分類群
Ｄ６地点

Ｌ�層 Ｌ�層
学名 和名 FBC０３KM１０８ FBC０３KM１０９

Arboreal pollen 樹木花粉
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 １
Cryptomeria japonica スギ ２
Castanopsis シイ属 １
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 １
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 １
Ulmus－Zelkova serrata ニレ属－ケヤキ １
Nonarboreal pollen 草本花粉
Gramineae イネ科 ６
Lactucoideae タンポポ亜科 ２
Asteroideae キク亜科 ３
Artemisia ヨモギ属 ３ ２
Fern spore シダ植物胞子
Monolate type spore 単条溝胞子 ２ １
Arboreal pollen 樹木花粉 ７ ０
Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 ０ ０
Nonarboreal pollen 草本花粉 １４ ２
Total pollen 花粉総数 ２１ ２
Unknown pollen 未同定花粉 ０ ０
Fern spore シダ植物胞子 ２ １
Helminth eggs 寄生虫卵 （－） （－）

明らかな消化残渣 （－） （－）
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１ マツ属複維管束亜属 ２ スギ ３ シイ属

４ コナラ属アカガシ亜属 ５ ニレ属－ケヤキ ６ イネ科 ７ イネ科

８ タンポポ亜科 ９ キク亜科 １０ ヨモギ属 １１ シダ植物単条溝胞子
１０�

１ 堂田Ａ遺跡の花粉・胞子
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付編２ 福島県，西田Ｈ遺跡の自然科学分析

株式会社 古環境研究所

�．西田Ｈ遺跡の火山灰分析

１．はじめに

福島県域とその周辺には，安達太良，吾妻，磐梯，

沼沢沼，那須など東北地方南部に分布する火山のほ

か，浅間や榛名など関東地方北部の火山，さらには

中国地方や九州地方に分布する火山などから噴出し

たテフラ（tephra，火山砕屑物，いわゆる火山灰）が

数多く分布している。テフラの中には，すでに噴出

年代が明らかにされている指標テフラがあり，それ

らとの関係を求めることにより，地層の堆積年代や

土壌の形成年代だけでなく，遺構や遺物の層位や年

代などについても知ることができるようになってい

る。

そこで小野町西田Ｈ遺跡においても，テフラの混

入が考えられ，発掘調査担当者により採取された試

料を対象にテフラ検出分析と屈折率測定により指標

テフラの検出同定を試みることになった。分析の対

象となった試料は，FBC０２KM１７９～１８４の６点であ

る。

２．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析方法

テフラ検出分析の手順は次の通りである。

１）試料１０ｇを秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

３）恒温乾燥器により８０℃で乾燥。

４）実体顕微鏡下で，テフラ粒子の量や特徴を観察。

（２）分析結果

テフラ検出分析の結果を表１に示す。いずれの試

料からも，径２�より大きい軽石やスコリアは検出

されなかった。FBC０２KM１８０には，若干風化が進ん

だ黄白色軽石が多く含まれている。軽石の最大径は

１．０�である。FBC０２KM１８１およびFBC０２KM１８２か

らは，スポンジ状に細かく発泡した白色の軽石型ガ

ラスが検出される。軽石の最大径は１．０�程度で，

FBC０２KM１８１に比較的多く，またFBC０２KM１８２に少

量認められる。

３．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

６試料を対象に，日本列島とその周辺のテフラ・

カタログ作成にも利用された温度一定型屈折率測定

法（新井，１９７２，１９９３）によって，テフラ粒子の屈折

率の測定を試みた。

（２）測定結果

屈折率の測定結果を表２に示す。各試料の測定結

果は次の通りである。

FBC０２KM１７９：重鉱物として角閃石のほか，斜方輝

石や黒雲母が含まれている。斜方輝石と角閃石の屈

折率（γ，ｎ２）は，各 １々．７０８－１．７１１と１．６７２－１．６７７で

ある。この試料には，石英が比較的多く含まれてい

る。

FBC０２KM１８０：火山ガラスの屈折率（ｎ）は，１．５０６－

１．５１３である。重鉱物としては，角閃石のほかに斜方

輝石が含まれている。斜方輝石と角閃石の屈折率（γ，

n２）は，各 １々．７０８－１．７１１と１．６７２－１．６７７である。こ

の試料には，石英が少量含まれている。

FBC０２KM１８１：火山ガラスの屈折率（ｎ）は，１．５０１－

１．５０５である。重鉱物としては，角閃石のほかに斜方

輝石が含まれている。斜方輝石と角閃石の屈折率（γ，

n２）は，各 １々．７０８－１．７１１と１．６７２－１．６７７である。こ
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の試料には，石英が少量含まれている。

FBC０２KM１８２：火山ガラスの屈折率（ｎ）は，１．５０１－

１．５０４である。重鉱物としては，斜方輝石や角閃石が

含まれている。斜方輝石と角閃石の屈折率（γ，n２）は，

各 １々．７０７－１．７１０と１．６７２－１．６７７である。この試料

には，高温型石英が多く比較的多く含まれている。

FBC０２KM１８３：重鉱物として角閃石や黒雲母のほか，

少量の斜方輝石が含まれている。角閃石の屈折率

（n２）は，１．６７８－１．６８９である。この試料には，石英

が比較的多く含まれている。

FBC０２KM１８４：重鉱物として斜方輝石，角閃石，黒

雲母のほか，少量の単斜輝石が含まれている。斜方

輝石と角閃石の屈折率（γ，n２）は，各 １々．７０５－１．７１３

と１．６７５－１．６８９である。この試料にも，石英が比較

的多く含まれている。

４．考察

白色軽石型火山ガラスが検出されたFBC０２KM

１８１およびFBC０２KM１８２の２試料には，軽石の色調，

発泡の様式，火山ガラス，斜方輝石，角閃石の屈折

率などから，６世紀中葉に榛名火山から噴出した榛

名伊香保二ツ岳軽石（Hr－FP，新井，１９６２，坂口，

１９８６，早田，１９８９，町田・新井，１９９２）が含まれてい

ると考えられる。なおFBC０２KM１８２には，高温型石

英が含まれていることから，約５，０００年前＊１に沼沢火

山から噴出した沼沢１テフラ（Nm－１，只見川第四

紀研究グループ，１９６６ａ，１９６６ｂ，町田・新井，

１９９２）に由来するテフラ粒子も含まれていると考えら

れる。

また，FBC０２KM１７９やFBC０２KM１８０に含まれるテ

フラ粒子についても，斜方輝石や角閃石の屈折率か

ら，６世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名二ツ岳

渋川テフラ（Hr－FA，新井，１９７９，坂口，１９８６，早

田，１９８９，町田・新井，１９９２），またはHr－FPに由

来する可能性が高いと考えられる。

FBC０２KM１８３およびFBC０２KM１８４に含まれるテフ

ラ粒子は多くないと考えられる。わずかに斜方輝石

や角閃石の一部については，その屈折率からHr－FA

またはHr－FPに由来するのかも知れない。ただし，

これらについても，屈折率が比較的低い屈折率がほ

とんど含まれていないことなどから，赤城火山起源

などの別のテフラに由来する可能性も考えられる。

小野町域とその周辺では，後期旧石器時代以降，

ほかにも約２．４～２．５万年前＊１に姶良カルデラから噴

出した姶良Tn火山灰（AT，町田・新井，１９７６，１９９２，

松本ほか，１９８７，池田ほか，１９９５），約１．３～１．４万年

前＊１に浅間火山から噴出した浅間板鼻黄色軽石層（As

－YP，新井，１９６２，町田・新井，１９９２）の一部と考

えられている浅間草津黄色軽石層（As－K，新

井，１９６２，町田・新井，１９９２），約６，３００年前＊１に南

九州地方の鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ

火山灰（K－Ah，町田・新井，１９７８），１１２８（大治３）

年に浅間火山から噴出した浅間粕川テフラ（As－Kk，

早田，１９９６）などが検出される可能性もある。また火

山灰編年学を利用する上で基本となる一次堆積のテ

フラ層の認定には，野外での土層の観察が必要とな

る。高精度の分析のためにも，分析者による土層観

察と試料採取がのぞまれる。

５．小結

西田Ｈ遺跡において，テフラ検出分析と屈折率測

定を行った。その結果，榛名二ツ岳伊香保テフラ（Hr

－FP，６世紀中葉），榛名二ツ岳渋川テフラ（Hr－

FA，６世紀初頭），沼沢１テフラ（Nm－１，約５，０００

年前＊１）などに由来する可能性のあるテフラ粒子が検

出された。

＊１ 放射性炭素（１４Ｃ）年代．

付編２
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表１ テフラ検出分析結果

表２ 屈折率測定結果

試料 遺構・出土地点 層位

軽石・スコリア 火山ガラス

量 色調 最大径 量 形態 色調

FBC０２KM１７９ ＳＫ０９ �２ － － － － － －

FBC０２KM１８０ Ｕ１９ Ｌ�´ － － － +++ pm 黄白

FBC０２KM１８１ Ｕ１９ Ｌ�´ － － － ++ pm 白

FBC０２KM１８２ Ｔ２０ Ｌ�´ － － － ＋ pm 白

FBC０２KM１８３ ＡＣ２８ Ｌ�ｂ － － － － － －

FBC０２KM１８４ Ｑ２２ Ｌ�ａ － － － － － －

試料 火山ガラス（ｎ） 重鉱物 斜方輝石（γ） 角閃石（ｎ２）

FBC０２KM１７９ － ho>opx,bi １．７０８－１．７１１ １．６７２－１．６７７

FBC０２KM１８０ １．５０６－１．５１３ ho>opx １．７０８－１．７１１ １．６７２－１．６７７

FBC０２KM１８１ １．５０１－１．５０５ ho>opx １．７０８－１．７１１ １．６７２－１．６７７

FBC０２KM１８２ １．５０１－１．５０４ opx,ho １．７０７－１．７１０ １．６７２－１．６７７

FBC０２KM１８３ － ho,bi,(opx) － １．６７８－１．６８９

FBC０２KM１８４ － opx,ho,bi,(cpx) １．７０５－１．７１３ １．６７５－１．６８９

＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多い，＋＋：中程度，＋：少ない，－：認められない．最大径の単位は，�．bw：バブル型，pm：軽石型．

屈折率の測定は，温度一定型屈折率測定法（新井，１９７２，１９９３）による．opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，ho：角閃石，bi：黒雲母．（ ）は

量が少ないことを示す．
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�．西田Ｈ遺跡における花粉分析

１．はじめに

花粉分析は，一般に低湿地の堆積物を対象として

比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とし

た局地的な植生の推定も試みられている。なお，乾

燥的な環境下の堆積物では，花粉などの植物遺体が

分解されて残存していない場合もある。

２．試料

分析試料は，FBC０２KM１８５（SI０５，�１層），FBC

０２KM１８６（SI１７，�４層），FBC０２KM１８７（AC２８，Ｌ

�層），FBC０２KM１８８（Ｕ２５，Ｌ�層），FBC０２KM

１８９（Ｕ２５，Ｌ�ａ層），FBC０２KM１９０（Ｕ２５，Ｌ�

層），FBC０２KM１９１（Ｕ２６，Ｌ�ｂ層）の７点である。

３．方法

花粉粒の分離抽出は，基本的には中村（１９７３）を参

考にして，試料に以下の物理化学処理を施して行った。

１）５％水酸化カリウム溶液を加え１５分間湯煎する。

２）水洗した後，０．５�の篩で礫などの大きな粒子を

取り除き，沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

３）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置する。

４）水洗した後，氷酢酸によって脱水し，アセトリシ

ス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン氏液を加

え１分間湯煎）を施す。

５）再び氷酢酸を加えた後，水洗を行う。

６）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色を行い，グリ

セリンゼリーで封入しプレパラートを作成する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は，遠心分離

（１５００rpm，２分間）の後，上澄みを捨てるという操

作を３回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作成後直ちに生物顕微鏡によっ

て３００～１０００倍で行った。花粉の同定は，嶋倉（１９７３）

および中村（１９８０）をアトラスとして，所有の現生標

本との対比で行った。結果は同定レベルによって，

科，亜科，属，亜属，節および種の階級で分類した。

複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結ん

で示した。なお，科・亜科や属の階級の分類群で一

部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群

とした。イネ属に関しては，中村（１９７４，１９７７）を参

考にして，現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層

断面の特徴と対比して分類しているが，個体変化や

類似種があることからイネ属型とした。また，同時

に，寄生虫卵についても計数した。

４．結果

（１）分類群

出現した分類群は，樹木花粉１４，樹木花粉と草本

花粉を含むもの２，草本花粉１３，シダ植物胞子２形

態の計３１である。これらの学名と和名および粒数を

表１に，主要な分類群は写真に示した。花粉数が２００

個以上計数できた試料は，花粉総数および樹木花粉

数を基数とする花粉ダイアグラムを作成した（図１）。

なお，２００個未満であっても１００個以上の試料につい

ては傾向をみるため参考に図示した。また，同時に

寄生虫卵につても観察した結果，１分類群が検出さ

れた。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

ツガ属，マツ属複維管束亜属，スギ，カバノキ属，

クマシデ属－アサダ，クリ，シイ属，コナラ属コナ

ラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，ニレ属－ケヤキ，

モチノキ属，カエデ属，トチノキ，シナノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科－イラクサ科，ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属－ミクリ属，イネ科，カヤツリグサ科，タ

デ属サナエタデ節，ソバ属，アカザ科－ヒユ科，キ
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ンポウゲ属，アブラナ科，チドメグサ亜科，オミナ

エシ科，タンポポ亜科，キク亜科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

鞭虫卵

（２）花粉群集の特徴

１）FBC０２KM１８５（SI０５，�１層）

花粉があまり検出されない。草本花粉のキク亜科，

イネ科，ヨモギ属，樹木花粉のトチノキが出現する。

２）FBC０２KM１８６（SI１７，�４層）

花粉がほとんど検出されない。

３）FBC０２KM１８７（AC２８，Ｌ�層）

花粉がやや多く検出され，シダ植物胞子の占める

が割合も高い。草本花粉のヨモギ属，イネ科が高率

で，タンポポ亜科，キク亜科，カヤツリグサ科が伴

われる。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属，マツ属複

維管束亜属，クリが出現する。

４）FBC０２KM１８８（Ｕ２５，Ｌ�層）

花粉の検出数はやや少ない。草本花粉はヨモギ属，

イネ科，タンポポ亜科，キク亜科が，樹木花粉ではト

チノキを主にクリなどが検出される。

５）FBC０２KM１８９（Ｕ２５，Ｌ�ａ層）

花粉がほとんど検出されない。草本花粉のヨモギ

属とイネ科が主に検出される。

６）FBC０２KM１９０（Ｕ２５，Ｌ�層）

花粉が検出されない。

７）FBC０２KM１９１（Ｕ２６，Ｌ�ｂ層）

花粉があまり検出されない。イネ科，ヨモギ属，

タンポポ亜科が出現する。

５．花粉分析から推定される植生と環境

１）FBC０２KM１８５（ＳＩ０５，�１層）

キク亜科，イネ科，ヨモギ属などの草本が生育す

るやや乾燥した環境が示唆される。近隣にはトチノ

キが生育し，トチノキの好む適潤な谷沿いのような

環境の分布が示唆される。

２）FBC０２KM１８６（ＳＩ１７，�４層）

花粉がほとんど検出されず，花粉など有機質の分

解される比較的乾燥した堆積環境が推定される。

３）FBC０２KM１８７（ＡＣ２８，Ｌ�層）

シダ植物，ヨモギ属，イネ科を主に，タンポポ亜

科，キク亜科，カヤツリグサ科が生育し，やや乾燥

した環境が示唆される。樹木では，コナラ属コナラ

亜属，マツ属複維管束亜属，クリが生育する。いず

れも二次林要素である。

４）FBC０２KM１８８（Ｕ２５，Ｌ�層）

ヨモギ属，イネ科，タンポポ亜科，キク亜科の草

本が生育し，やや乾燥した環境が示唆される。樹木

では近隣にトチノキが生育し，トチノキの好む適潤

な谷沿いのような環境の分布が示唆される。また，

クリの生育も示唆される。

５）FBC０２KM１８９（Ｕ２５，Ｌ�ａ層）

ヨモギ属やイネ科の草本が生育し，やや乾燥した

環境が示唆される。

６）FBC０２KM１９０（Ｕ２５，Ｌ�層）

花粉が検出されず，花粉など有機質の分解される

比較的乾燥した堆積環境が推定される。

７）FBC０２KM１９１（Ｕ２６，Ｌ�ｂ層）

イネ科，ヨモギ属，タンポポ亜科の草本が生育し，

やや乾燥した環境が推定される。

６．まとめ

西田Ｈ遺跡において花粉分析を行った結果，ヨモ

ギ属，イネ科，タンポポ亜科，キク亜科，シダ植物

の草本が生育し，やや乾燥した環境が示唆された。

また，これらの草本の分布は人為干渉によるものと

推定された。なお，試料FBC０２KM１８５（SI０５，�１

層），試料FBC０２KM１８８（Ｕ２５，Ｌ�層）では近隣に

トチノキの生育する谷沿いなどの適潤地の分布が示

付編２
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表３ 西田Ｈ遺跡における花粉分析結果

分類群
ＦＢＣ０２ＫＭ

１８５
�ｌ層

１８６
�４層

１８７
Ｌ�層

１８８
Ｌ�層

１８９
Ｌ�ａ層

１９０
Ｌ�’層

１９１
Ｌ�ｂ層学名 和名

Arboreal pollen 樹木花粉

Tsuga ツガ属 １

Pinus subgen.Diploxylon マツ属複維管束亜属 ９ １

Cryptomeria japonica スギ １ １ ２

Betula カバノキ属 １

Carpinus－Ostrya japonica クマシデ属－アサダ １

Castanea crenata クリ ５ ６ ２

Castanopsis シイ属 １

Quercus subgen.Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 １９ ２

Quercus subgen.Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 ２

Ulmus－Zelkova serrata ニレ属－ケヤキ ３ １ ２

Ilex モチノキ属 ２ ２

Acer カエデ属 ３ １

Aesculus turbinata トチノキ ８ ２２ ２

Tilia シナノキ属 １

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae－Urticaceae クワ科－イラクサ科 １

Araliaceae ウコギ科 １ １

Nonarboreal pollen 草本花粉

Typha－Sparganium ガマ属－ミクリ属 １

Gramineae イネ科 ７ ５５ １２ ５ ６

Cyperaceae カヤツリグサ科 １ １１ ４ １ １

Polygonum sect.Persicaria タデ属サナエタデ節 １

Fagopyrum ソバ属 ３

Chenopodiaceae－Amaranthaceae アカザ科－ヒユ科 １ １

Ranunculus キンポウゲ属 １

Cruciferae アブラナ科 ３

Hydrocotyloideae チドメグサ亜科 １

Valerianaceae オミナエシ科 ４ １

Lactucoideae タンポポ亜科 ３ １ １８ ４ ３ ３

Asteroideae キク亜科 １７ １０ １３ ４

Artemisia ヨモギ属 ７ １ ８２ ３１ ７ ５

Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 ２０ ２ ６４ １０ ２ １ ４

Trilate type spore 三条溝胞子 １ ４２ ４

Arboreal pollen 樹木花粉 １５ １ ３９ ３８ ７ ０ １

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 ２ ０ ０ １ ０ ０ ０

Nonarboreal pollen 草本花粉 ３７ ２ １８５ ６９ ２１ ０ １５

Total pollen 花粉総数 ５４ ３ ２２４ １０８ ２８ ０ １６

Unknown pollen 未同定花粉 ３ １ ５ ８ ２ ０ １

Fern spore シダ植物胞子 ２１ ２ １０６ １４ ２ １ ４

Helminth eggs 寄生虫卵

Trichuris 鞭虫卵 １

Total 計 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

明らかな消化残渣 （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）
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図１ 西田Ｈ遺跡における花粉ダイアグラム
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１ 西田Ｈ遺跡の花粉・胞子・寄生虫卵

１ クリ ２ コナラ属コナラ亜属 ３ ニレ属－ケヤキ ４ トチノキ

５ モチノキ属 ６ イネ科 ７ イネ科

８ カヤツリグサ科 ９ ソバ属 １０ オミナエシ科 １１ タンポポ亜科

１２ キク亜科 １３ ヨモギ属 １４ シダ植物単条溝胞子 １４ 鞭虫卵
１０�
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唆された。また，試料FBC０２KM１８７（AC２８，Ｌ�層）

ではコナラ属コナラ亜属，マツ属複維管束亜属，ク

リといった二次林要素の樹木の分布が示唆された。
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�．西田Ｈ遺跡における樹種同定

１．はじめに

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の集合

体であり，解剖学的形質の特徴から概ね属レベルの

同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較

して移動性が少ないことから，比較的近隣の森林植

生の推定が可能であり，遺跡から出土したものにつ

いては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

２．試料

試料は，西田Ｈ遺跡より出土した炭化材で，FBC

０２KM１９２（SI０１，床面直上），FBC０２KM１９３（SI０５，�２

層），FBC０２KM１９４（SI０５，�９層），FBC０２KM１９５（SI

１７，�１層），FBC０２KM１９６（SB０４Ｐ４，�２層）の５点で

ある。

３．方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面，

放射断面，接線断面）を作製し，落射顕微鏡によって

７５～７５０倍で観察した。同定は解剖学的形質および現

生標本との対比によって行った。

４．結果

結果を表１に，主要な分類群の顕微鏡写真を図版に

示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

クリ Castanea crenata Sieb.et Zucc. ブナ科 図版

１

横断面：年輪のはじめに大型の道管が，数列配列

する環孔材である。晩材部では小道管が，火炎状に

配列する。早材から晩材にかけて，道管の径は急激

に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織

は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道

の西南部，本州，四国，九州に分布する。落葉の高

木で，通常高さ２０ｍ，径４０�ぐらいであるが，大き

いものは高さ３０ｍ，径２ｍに達する。耐朽性が強く，

水湿によく耐え，保存性の極めて高い材で，現在で

は建築，家具，器具，土木，船舶，彫刻，薪炭，椎

茸ほだ木など広く用いられる。

コナラ属コナラ節 Quercus sect.Prinus ブナ科 図

版２

横断面：年輪のはじめに大型の道管が，１～数列

配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った

小道管が，火炎状に配列する。早材から晩材にかけ

て道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平

付編２

１５４



伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で，単列のも

のと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。

コナラ属コナラ節にはカシワ，コナラ，ナラガシワ，

ミズナラがあり，北海道，本州，四国，九州に分布

する。落葉高木で，高さ１５ｍ，径６０�ぐらいに達する。

材は強靭で弾力に富み，建築材などに用いられる。

サクラ属 Prunus バラ科 図版３

横断面：小型で丸い道管が，単独あるいは２～３

個放射方向および斜め方向に複合して散在する散孔

材である。道管の径は，早材部から晩材部にかけて

ゆるやかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁に

はらせん肥厚が存在する。放射組織は，同性に近い

異性である。

接線断面：放射組織は，異性放射組織型で１～４

細胞幅である。

以上の形質よりサクラ属に同定される。サクラ属に

は，ヤマザクラ，ウワミズザクラ，シウリザクラ，ウメ，

モモなどがあり，北海道，本州，四国，九州に分布する。

落葉の高木または低木である。

５．所見

同定の結果，西田Ｈ遺跡の炭化材は，クリ３点，

コナラ属コナラ節１点，サクラ属１点であった。ク

リは温帯に広く分布するが，その中部に多く二次林

要素でもある。コナラ属コナラ節は冷温帯に分布す

る落葉広葉樹林の主要構成要素である。サクラ属は

温帯に分布し，やや乾燥した斜面等に生育する。い

ずれの樹種も温帯の中部付近に分布する樹種ばかり

で，当時，本遺跡周辺に分布していたと推定される。

参考文献

佐伯 浩・原田 浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．２０－４８．

佐伯 浩・原田 浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ．４９－１００．

表４ 西田Ｈ遺跡における樹種同定結果

試料№ 遺構№ 層位 結果（学名／和名）

FBC０２KM１８５ SI０１ 床面直上 Castanea crenata Sieb.Et Zucc. クリ

FBC０２KM１８６ SI０５ �２ Castanea crenata Sieb. Et Zucc. クリ

FBC０２KM１８７ SI０５ �９ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

FBC０２KM１８８ SI１７ �１ Prunus サクラ属

FBC０２KM１８９ SB０５P４ �２ Castanea crenata Sieb. Et Zucc. クリ
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横断面 ：０．４� 放射断面 ：０．４� 接線断面 ：０．２�
１．FBC０２KM１８５ クリ

横断面 ：０．４� 放射断面 ：０．４� 接線断面 ：０．２�
２．FBC０２KM１８７ コナラ属コナラ節

横断面 ：０．４� 放射断面 ：０．２� 接線断面 ：０．２�
３．FBC０２KM１８８ サクラ属

２ 西田Ｈ遺跡の炭化材

付編２
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�．西田Ｈ遺跡における種実同定

１．はじめに

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く，堆

積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物な

どから種実を検出し，その種類や構成を調べること

で，過去の植生や栽培植物を明らかにすることがで

きる。

２．試料

試料は，西田Ｈ遺跡で検出されたＳＫ０５の�２層

（ＦＢＣ０２ＫＭ１９７），�４層（ＦＢＣ０２ＫＭ１９８），�

４層（ＦＢＣ０２ＫＭ１９９）より出土した炭化種実である。

３．方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し，形

態的特徴および現生標本との対比によって同定を行っ

た。結果は同定レベルによって科，属，種の階級で

示した。

４．結果

ＳＫ０５出土の炭化種実は，いずれもクリの炭化子

葉であり，ＦＢＣ０２ＫＭ１９７（�２層）１個，ＦＢＣ０２

ＫＭ１９８（�４層）５個，ＦＢＣ０２ＫＭ１９９（�４層）２

個であった。学名，和名および粒数を表１に，写真

を図版に示す。以下に形態的特徴を記す。

クリ Castanea crenata Sieb.et Zucc. 種子（炭化子

葉） ブナ科

堅果の果皮と種皮のとれた子葉の炭化したもので

ある。大型であり，黒色で広楕円形を呈し，三角状

扁円形をし，片面または両面に円みがある。

５．考察

西田Ｈ遺跡で検出されたＳＫ０５の�２層と�４層

より出土した炭化種実はいずれもクリの種子（炭化子

葉）であった。堅果類は炭化すると中の子葉のみが残

存しやすい。本試料も炭化したために子葉のみとなっ

たとみられ，本来果実の状態であったと考えられる。

クリは渋抜きなしで食せる優秀な食料である。なお，

クリは温帯に広く分布し，乾燥した台地上などを主

に生育する。冷温帯と暖温帯の中間域では純林を形

成することがあり，二次林要素でもある。

参考文献

南木睦彦（１９９３）葉・果実・種子．日本第四紀学会編，第四紀試料分析法，東京大学出版会，ｐ．２７６－２８３．

渡辺 誠（１９７５）縄文時代の植物食．雄山閣，１８７ｐ．

表５ 西田Ｈ遺跡における種実同定結果

試料№
遺構
№

層
位

分類群
部位 個数

学名 和名

ＦＢＣ０２ＫＭ１９０ ＳＫ０５１２ Castanea crenata Sieb.et Zucc. クリ 種子（炭化子葉）片 １

ＦＢＣ０２ＫＭ１９１ ＳＫ０５１４ Castanea crenata Sieb.et Zucc. クリ 種子（炭化子葉）片 ５

ＦＢＣ０２ＫＭ１９２ ＳＫ０５１４ Castanea crenata Sieb.et Zucc. クリ 種子（炭化子葉）片 ２
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３ 西田Ｈ遺跡の種実

１ クリ種子（炭化子葉）
FBC０２KM１９０

５．０�

２ クリ種子（炭化子葉）
FBC０２KM１９１

５．０�

３ クリ種子（炭化子葉）
FBC０２KM１９１

５．０�

４ クリ種子（炭化子葉）
FBC０２KM１９１

５．０�

５ クリ種子（炭化子葉）
FBC０２KM１９２

５．０�

６ クリ種子（炭化子葉）
FBC０２KM１９２

５．０�

付編２
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�．西田Ｈ遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

１）１４Ｃ年代測定値

試料の１４Ｃ／１２Ｃ比から，単純に現在（１９５０年ＡＤ）か

ら何年前かを計算した値。１４Ｃの半減期は，国際慣例

に従って５，５６８年を用いた。

２）δ１３Ｃ測定値

試料の測定１４Ｃ／１２Ｃ比を補正するための炭素安定同

位体比（１３Ｃ／１２Ｃ）。この値は標準物質（PDB）の同位体

比からの千分偏差（‰）で表す。

３）補正１４Ｃ年代値

δ１３Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知

り，１４Ｃ／１２Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

４）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中１４Ｃ濃度の変

動を補正することにより算出した年代（西暦）。補正

には，年代既知の樹木年輪の１４Ｃの詳細な測定値，お

よびサンゴのU－Th年代と１４Ｃ年代の比較により作

成された較正曲線を使用した。最新のデータベース

（"INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration"Stuiver

etal，１９９８，Radiocarbon ４０（３））により，約１９，０００

年ＢＰまでの換算が可能となっている。ただし，

１０，０００年ＢＰ以前のデータはまだ不完全であり，今

後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは，補正１４Ｃ年代値と暦年代較正曲

線との交点の暦年代値を意味する。１ σ（６８％確率）

・２σ（９５％確率）は，補正１４Ｃ年代値の偏差の幅を較

正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって，

複数の交点が表記される場合や，複数の１ σ・２σ

値が表記される場合もある。

１．試料と方法

２．測定結果

試料 地点 種類 前処理・調整 測定法

№１ FBC０２KM２００ SI０８�２層 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

№２ FBC０２KM２０１ SI１７�４層 炭化物 酸－アルカリ－酸洗浄 ＡＭＳ（加速器質量分析）法

試料
１４Ｃ年代
（年ＢＰ）

δ１３Ｃ
（‰）

補正１４Ｃ年代
（年ＢＰ）

暦年代（西暦）
測定№
（Beta－）

№１ ６９３０±４０ －２５．７ ６９２０±４０
交点：ＢＣ５７８０
１σ：ＢＣ５８３０～５７４０
２σ：ＢＣ５８７０～５７２０

１７５２２１

№２ ８４１０±４０ －２５．３ ８４１０±４０
交点：ＢＣ７５１０
１σ：ＢＣ７５４０～７４８０
２σ：ＢＣ７５６０～７４５０，ＢＣ７３９０～７３７０

１７５２２２
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付編３ 西田Ｈ遺跡出土遺物の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

福島県小野町に所在する西田Ｈ遺跡は，阿武隈山

地のほぼ中央部を東へ流下する黒森川右岸の丘陵上

に位置する。これまでの発掘調査により，縄文時代

早期前葉～前期初頭，縄文時代前期末，縄文時代晩

期中葉，奈良時代末～平安時代初頭の４時期にわた

る遺構・遺物が確認されている。このうち，縄文時

代早期前葉～前期初頭の時期は竪穴住居や土坑など

からなる集落跡が検出され，土器や石器が多量に出

土している。一方，縄文時代前期末とされた遺構は

陥穴遺構のみであり，また縄文時代晩期中葉では，

大型のものを含む掘立柱建物跡が検出されており，

土器や土偶などが出土している。このように縄文時

代の中でも各時期において，西田Ｈ遺跡の地に残し

た人々の活動の痕跡には違いが認められている。

今回の自然科学分析調査では，西田Ｈ遺跡から出

土した縄文時代各時期における土器の材質（胎土）の

違いあるいは共通性を明らかにすること，出土した

黒曜石の原産地推定，石器の石質鑑定を行う。土器

胎土には，土器の製作や移動の事情が反映されてい

ると考えられることから，その特性を明らかにする

ことは，上述のような時期ごとに異なる人々の動き

に関わる資料となる。また，本遺跡周辺および阿武

隈山地には，黒曜石の産出は認められていないから，

本遺跡における黒曜石は，明らかに阿武隈山地外の

地域から人によって持ち込まれたものである。その

原産地推定は，当時の人々の動きを伝える重要な資

料となる。また，黒曜石以外の石器の石材を調べる

ことも，本遺跡における石器石材利用を考える上で

非常に重要である。今回は，これらの資料作成を目

的とする。

�．縄文土器の胎土分析

１．試料

試料は，西田Ｈ遺跡から出土した縄文土器片２４点

と焼成粘土塊１点の合計２５点である。試料には，Ｆ

ＢＣ０２ＫＭ１５１～ＦＢＣ０２ＫＭ１７５までの資料№が付

けられている。試料の時期は，縄文時代早期前葉～

中葉，早期中葉，早期後葉，早期末～前期前葉，前

期初頭，晩期中葉の各時期に分類されている。各試

料の資料№，出土遺構，出土層位，時期などは，分

析結果を呈示した図１に併記する。

２．分析方法

胎土分析には，現在様々な分析方法が用いられて

いるが，大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める

方法と化学組成を求める方法とがある。前者は粉砕

による重鉱物分析や薄片作製などが主に用いられて

おり，後者では蛍光Ｘ線分析が最もよく用いられて

いる方法である。前者の方法は，縄文土器，弥生土

器および土師器のような比較的粗粒の砂粒を含み，

しかも比較的低温焼成のため鉱物の変質が少ない胎

土の土器の分析に有効であり，胎土の特徴が捉えや

すいこと，地質との関連性を考えやすいことなどの

利点がある。また，後者の方法は土器の材質（種類）

に拘わらず再現性の高い数値によるデータが得られ

る。ここでは，試料が縄文土器であることから，重

鉱物分析を用いて試料間のデータを比較検討する。

以下に分析の処理過程を述べる。

試料は，適量をアルミナ製乳鉢で粉砕，水を加え

超音波洗浄装置により分散，＃２５０の分析篩により水
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洗，粒径１／１６�以下の粒子を除去する。乾燥の後，

篩別し，得られた１／４�－１／８�の粒子をポリタ

ングステン酸ナトリウム（比重約２．９６に調整）により

重液分離，重鉱物のプレパラ－トを作製した後，偏

光顕微鏡下にて同定した。鉱物の同定粒数は，２５０個

を目標とした。同定の際，不透明な粒については，

斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するも

のを「不透明鉱物」とし，それ以外の不透明粒およ

び変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とした。

３．結果

分析結果を表１，図１に示す。いずれの試料も斜

方輝石，角閃石，不透明鉱物のいずれかを主体とし，

試料によっては微量の黒雲母，ジルコン，ザクロ石，

緑レン石などの鉱物を含む。これらの量比関係から，

以下に述べる６種類のタイプを見出すことができた。

ａ類：斜方輝石が最も多く，中量または少量の角

閃石と不透明鉱物を伴う。今回の試料では，４点の

試料が本類に分類され，後述するｃ類およびｅ類に

次いで３番目に多い胎土である。

ｂ類：斜方輝石と角閃石がほぼ同量であり，少量

または微量の不透明鉱物を伴う。今回の試料では，３

点の試料が本類に分類され，上述のａ類に次いで４

番目に多い胎土である。

ｃ類：角閃石が最も多く，中量～微量の斜方輝石

と少量または微量の不透明鉱物を含む組成。今回の

試料では，焼成粘土塊を含む９点の試料が本類に分

類され，最も多い胎土である。

ｄ類：不透明鉱物が最も多く，中量の斜方輝石と

少量の角閃石を伴う。今回の試料では，２点の試料

が本類に分類され，後述するｆ類と並んで最も少な

い胎土である。

ｅ類：角閃石または不透明鉱物が最も多いが，斜

方輝石も中量程度含まれる。今回の試料では，５点

の試料が本類に分類され，上述のｃ類に次いで２番

目に多い胎土である。

ｆ類：角閃石と不透明鉱物が，ほぼ同量程度で多

く，少量の斜方輝石と緑レン石を伴う。今回の試料

では，２点の試料が本類に分類され，上述のｄ類と

並んで最も少ない胎土である。

各資料の分類結果は，図１に併記する。次に，時

期ごとに胎土分類の構成を述べる。

早期前葉～中葉：４点の試料のうち，３点がｃ類

であり，残る１点はａ類である。

早期中葉：６点の試料のうち，３点がｃ類であり，

次いでｅ類が２点，ｂ類が１点という構成である。

早期後葉：５点の試料のうち，ａ類が２点あり，

他はｃ，ｄ，ｅの各類が１点ずつである。

早期末～前期前葉：３点の試料は，ｂ，ｅ，ｆの各

類からなる。

前期初頭：試料は１点のみであり，ｂ類である。

後期後葉：試料は１点のみであり，ｄ類である。

晩期中葉：５点の試料のうち，ｃ類が２点あ

るが，このうち１点は焼成粘土塊試料である。

残る３点は，ａ，ｅ，ｆの各類からなる。

表１ 重鉱物分析結果
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図１ 胎土重鉱物組成
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１ 胎土中の重鉱物

１．FBC０２KM１５２ SH Y２９ Ｌ�
縄文早期前葉～中葉 押型文系

２．FBC０２KM１５３ SI１５ 撹乱
縄文早期 中葉 無文

３．FBC０３KM１５７ SH Ｌ�
縄文早期中葉 押引文

４．FBC０２KM１６４ SH Ｌ�
縄文早期後葉 縄文－条痕文

５．FBC０２KM１６６ SH Ｌ�
縄文早期末～前期前葉 縄文－縄文

６．FBC０２KM１６８ SH Ｕ１９ Ｌ�ｂ
縄文前期初頭 羽状縄文

Opx：斜方輝石．Cpx：単斜輝石．Ho：角閃石．G：ザクロ石．Op：不透明鉱物． ０．５�
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４．考察

西田Ｈ遺跡の位置する阿武隈山地北部は，主に白

亜紀に貫入した花崗岩類により構成されている。中

でもその主体をなすのは古期花崗閃緑岩類と呼ばれ

ている岩石であり（日本の地質「東北地方」編集委員

会，１９８９），角閃石および黒雲母を多く含むとされて

いる。また，花崗岩類にはジルコンやザクロ石など

も含まれている。一方，遺跡の位置するような丘陵

の表層には土壌層が形成されているが，この土壌層

の母材の由来として，阿武隈山地とは阿武隈川を挟

んで西方に位置する安達太良火山や磐梯山および沼

沢沼カルデラなどの火山噴出物をあげることができ

る。沼沢沼カルデラの火山噴出物は，小野町付近に

も降灰していることが町田・新井（１９９２）でも確かめ

られるが，安達太良火山や磐梯山の火山噴出物につ

いても直接降灰していなかったとしても，土壌母材

の一部である風成塵の中に含まれてくると考えられ

る。これら火山噴出物中には斜方輝石が比較的多く

含まれている。したがって，斜方輝石または角閃石

を主体とする重鉱物組成を示す今回の試料の胎土は，

いずれも小野町周辺の堆積物に由来を求めることが

できる。なお，今回の試料の重鉱物組成では，焼成

粘土塊試料を除いて，黒雲母は微量しか計数されて

いない。これは，その多くが重液分離の際に浮いて

しまったため，重鉱物としては回収されていないこ

とによる。

現時点では，重鉱物組成により分類した６種類の

胎土が，西田Ｈ遺跡周辺のどのような場所のどのよ

うな層位から採取した粘土あるいは砂を使用してい

るかを推定することはできないが，少なくとも西田

Ｈ遺跡における縄文土器に使用された土は単一では

なかったことは明らかである。これは，一つの時期

の中でも複数の胎土が存在し，また時期によっても

胎土の種類構成が異なっている。特に，時期による

胎土の種類構成では，早期後葉以前と晩期中葉は，

ともに全体の中でも点数の多いａ，ｃ，ｅの各類を

主体とするが，その間の時期である早期末～前期前

葉，前期初頭および後期後葉の各時期の試料は，点

数は少ないが，ｂ類やｄ類の割合が相対的に高い傾

向が窺える。このような結果は，時期により土器の

製作にかかわる何らかの事情が異なっていたことを

示唆しており，時期による人の動きに変化のあったこ

とを示している可能性が高い。

今回は，西田Ｈ遺跡から出土した膨大な縄文土器

から選択された２５点の分析結果ではあるが，上述の

ように，複数種の胎土の存在とその時期による違い

があったことなどが示唆された。現時点では，より

具体的な土器製作・移動などの検討には至らないが，

今後，さらに分析事例（これには土器試料だけではな

く，周辺の粘土や砂などの自然堆積物試料も含む）を

蓄積することにより，西田Ｈ遺跡における縄文土器

の製作事情が，より明らかになることが期待される。

�．黒曜石の原産地推定

１．試料

試料は，西田Ｈ遺跡から出土した黒曜石の剥片３

点である。試料には，ＦＢＣ０２ＫＭ１７６～ＦＢＣ０２Ｋ

Ｍ１７８までの資料№が付けられている。

２．分析方法

ａ）装置 理学電機工業社製ＲＩＸ１０００（ＦＰ法のグ

ループ分析プログラム）

ｂ）試料調製 試料を振動ミル（平工製作所製ＴＩ

１００；１０�容タングステンカーバイト容器）で微粉砕

した後，以下の条件でガラスビードを作成した。溶

融装置；自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビ

ートサンプラー（３４９１Ａ１） 溶剤及び希釈率；融剤

（ホウ酸リチウム）５．０００ｇ：試料０．５００ｇ 剥離剤；Ｌ

ｉＩ（溶融中２回投入） 溶融温度；１２００℃ 約７分

ｃ）測定条件 Ｘ線管；Cr（５０Kv－５０mA） スペクト

付編３
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ル；全元素Ｋα 分光結晶；LiF，PET，TAP，Ge

検出器；F－PC，SC 計数時間；PeaK４０sec，

Back２０sec

ｄ）FeとRbによる黒曜石産地推定 黒曜石は流紋岩

～デイサイトに相当するガラス岩である。流紋岩～

デイサイトの成因は多様であるが，その反面出発物

質としてのマグマの生成過程および分化過程で化学

組成の挙動が異なることが期待される。大沢ら（１９９１）

の黒曜石の化学組成を岩系別に見ると，Rb（ルビジウ

ム），La（ランタン），Ce（セリウム），Eu（ユウロピウ

ム），Th（トリウム），Sc（スカジウム）の変動が著し

く，地域的な特性を示す微量成分元素として注目さ

れる。

そこで黒曜石の岩系に基づいた化学成分の変化を

背景に，産地判定の指標成分としてコンパティブル

元素であるFeとインコンパティブル元素であるRb

を選択し，各産地の２成分の領域を図示した黒曜石

の産地判定図（図２参照）を作成した。本判定図は二

宮ほか（１９９１）の原産地黒曜石３７０試料，当社保有の原

産地黒曜石１１０試料および様々な文献を参照に計４８０

試料以上の黒曜石の化学組成の分析データを用いて

作成した。作成した判定図は縦軸にRb（ppm），横軸

にFe（％）をとると指数関数的な分布を示し，産地間

の分離が良好であることから，分析精度が十分に高

ければ産地の識別は可能であると考えられる（五十嵐，

未公表）。なお，この図はFe（％）とRb（ppm）の値を

採用しているため，酸化物の分析結果をそれぞれ換

算して用いている。

３．結果

結果を表２・図２に示す。今回の試料について，

Fe－Rbによる産地判定図にプロットした場合，資料

№ＦＢＣ０２ＫＭ１７６，ＦＢＣ０２ＫＭ１７８は東京都「神

津島」を原産地とすることが指摘される。また，資

料№ＦＢＣ０２ＫＭ１７７については栃木県「高原山」も

しくは新潟県「大白川」の可能性が示唆される。両

産地の識別については結論付けるまでには至らない

が，二宮ほか（１９９１）の中性子放射化分析によれば，

両産地を特徴付ける元素としてCs（セシウム），Co

（コバルト），Sc（スカンジウム）などが有効と考えら

れる。また，概略ではあるが別手法（エネルギー分散

型蛍光Ｘ線装置）により化学組成を求めたところ，高

原山においてはTi 含有量が０．２０％程度と大白川の

０．１１％と比して高い特徴が見られており，Ti含有量

をもって差別化が可能と考えられる。本試料のTi

含有量が０．１８％であることを考慮した場合，原産地

としては栃木県「高原山」である可能性が高いと考

える。

４．考察

上述のように，西田Ｈ遺跡から出土した黒曜石は，

最も近い産地である高原山産のものが１点，遥か伊

豆諸島の神津島産のものが２点という結果になった。

旧石器時代や縄文時代のある１つの遺跡から出土す

る黒曜石が分析の結果，複数の産地を有することは，

よくあることとされており，むしろ単一である場合

の方が稀であると言われている（東村，１９９０）。この

ことについて，同著では，異なる時期にそれぞれ異

なる産地のものが使用されていたが，現在の発掘に

より結果として複数の産地が混在していることになっ

てしまう場合もあり，また，当時の人が実際に石器

の使用目的など何らかの事情によって複数の原石を

使っていたという可能性もあると述べている。今回

の結果が，どちらの状況を示唆するものであるかを

現時点では推定することはできないが，発掘調査時

の出土状況により，その検討は可能であるかも知れ

ない。

また，小野町から神津島までは，直線距離にして

も４００�近い隔たりがあるが，上述の東村によれば，

秋田県の遺跡から長野県霧ヶ峰産の黒曜石が確認さ
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れた例もあると述べられていることから，今回のこ

の程度の距離は特別なこととは言えないのかも知れ

ない。いずれにしても今回の結果は，当時の人々の

動きを伝える資料として意義のあるものといえる。

�．石器石質鑑定

１．試料

試料は，本遺跡の縄文時代早期～前期，晩期の遺構

や包含層から出土した石器類約１５０点である。

２．分析方法と結果

平成１５年１月３１日，当社技師１名が山下町調査室

において実施した。野外用のルーペを用いて構成鉱

物や組織の特徴を観察し，肉眼で鑑定できる範囲の

岩石名を付した。

引用文献

東村武信（１９９０）改訂 考古学と物理化学．２１２ｐ．，学生社．

町田 洋・新井房夫（１９９２）火山灰アトラス．２７６ｐ．，東京大学出版会．

日本の地質「東北地方」編集委員会（１９８９）日本の地質２ 東北地方．３３８ｐ．，共立出版．

二宮修治・綱干 守・藁科 実・友廣秀尚・大沢眞澄（１９９１）微量成分元素存在量による原産地黒曜石の識別・分類と

遺跡出土黒曜石石器の原産地推定への適用．「黒曜石の化学 遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎として」，平

成２年度科学研究費補助金（一般研究Ｂ）研究成果報告書，ｐ．５４－６９．

表２ 黒曜石元素分析結果

図２ 黒曜石の原産地判定図
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付編４ 西田Ｈ遺跡石器石質鑑定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

西田Ｈ遺跡は，阿武隈山地のほぼ中央部に位置す

る田村郡小野町に所在する。黒森川の南の丘陵上に

立地する遺跡で，縄文時代から平安時代までの遺構

や遺物が認められている。出土している主な遺物は，

土偶，深鉢などの土器類や，石鏃，石匙，石槍，石

剣，石篦，スクレイパー，石核，打製石斧，磨製石

斧，石錐，凹石，石皿などの石器類である。

本報告では，出土した石器類について肉眼観察によ

る石材鑑定を行い，特徴・原産地について検討を行う。

１．試料

肉眼観察を行った試料は，石鏃３３７点，石匙１３点，石

槍８点，石剣２点，石篦５点，スクレイパー７点，ラ

ウンドスクレイパー１点，石核８点，打製石斧１１点，

磨製石斧１９点，小型磨製石斧１点，磨石８３点，敲石１

点，石冠１点，石錐２７点，砥石２点，凹石１６点，石皿

１１点，耳飾１点，装飾品２点，石器未成品１点，剥

片９点，二次加工ある剥片１３点および異形石器１点

の計５８０点である。

２．分析方法

野外用のルーペを用いて構成鉱物や組織の特徴を

観察し，肉眼で鑑定できる範囲の岩石名を付す。肉

眼観察は，全体的な石材の組成・傾向を把握するこ

とを目的としている。個々の石材の正確な岩石名を

調べるためには，薄片の鏡下観察や全岩化学分析等を

併用することが望ましい。

３．結果

肉眼観察により明らかとなった各石器の岩石名を

表１に，石器の器種ごとに集計した結果を表２に示

す。また，石器として多く出土している石鏃につい

ては，石鏃のみで集計を行い表３に示し，その円グ

ラフを図１に示した。

肉眼観察の結果，深成岩類としてアプライト１点，

黒雲母花崗岩４点，細粒花崗岩８点，花崗閃緑岩８

点，細粒黒雲母花崗閃緑岩４点，片状花崗閃緑岩１

点，片状黒雲母花崗閃緑岩１点，斑状黒雲母花崗閃緑

岩１点，角閃石黒雲母花崗閃緑岩１点，黒雲母花崗閃

緑岩１０点，はんれい岩１点およびドレライト２点，

火山岩類として黒曜石３点，流紋岩１５３点，スフェル

ライト質流紋岩１点，黒雲母流紋岩５点，デイサイト

１０点，ガラス質デイサイト１点，角閃石デイサイト６

点，安山岩２点，無斑晶ガラス質安山岩１点，無斑晶

質安山岩２点および輝石安山岩５３点，火山砕屑岩類

として軽石凝灰岩１点，デイサイト質凝灰岩１４６点，

溶結凝灰岩１点および凝灰岩５点，堆積岩類として砂

岩３点，頁岩２１点，珪質頁岩４８点，チャート３０点

および石灰岩１点，変成岩類として角閃岩１点，角閃

石片岩１点，緑色片岩１点，砂質片岩２点，泥質片岩

２点，黒雲母片岩２点，白雲母片岩１点，緑色千枚岩

２点，菫青石ホルンフェルス３点，ホルンフェルス６

点，緑色岩１点および粘板岩１点，変質岩類として変

質流紋岩１点，変質安山岩１点，変はんれい岩２点，

変輝緑石１点および蛇紋岩２点，鉱物として石英３

点，玉髄９点および滑石３点が同定された。

４．考察

（１）地質の概要

日本の地質「東北地方」編集委員会（１９８８）に基づ

き，遺跡近隣地域の地質について述べる。

遺跡の位置する小野町は，阿武隈山地の中央部に

位置する。阿武隈山地は，福島県東部を広く占めて

紡錘形の山塊をなしており深成岩類・変成岩類で構

成されている。阿武隈山地の大部分は白亜紀の古期
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花崗岩類からなり，南部には北西～南東方向の境界

を境として竹貫・御斎所変成岩類が分布している。

花崗岩類を含む深成岩類は，先ジュラ紀の古期岩類

と白亜紀の新期岩類に分類されている。北部阿武隈

山地においては，深成岩類は古期花崗閃緑岩類，新

期花崗閃緑岩類，新期灰色黒雲母花崗岩類，新期淡

紅色黒雲母花崗岩類，新期複雲母花崗岩類，塩基性

～超塩基性岩類に分けられている。山地の大半を占

める古期花崗閃緑岩類は，花崗閃緑岩，トーナル岩，

石英閃緑岩から構成され，中粒～粗粒で，角閃石お

よび黒雲母を含み，まれに面構造を示すのが特徴で

ある。これらの花崗岩類の岩体中には，各所に超～

苦鉄質岩類が点在している。竹貫変成岩類は山地の

南部に広く分布するほかに西部や北西部にも点在す

る。構成岩類は，主に角閃岩相に相当する珪質の片

岩・片麻岩や縞状雲母片麻岩からなり，粗粒の角閃

岩・結晶質石灰岩を伴う。御在所変成岩類は，山地

南部において竹貫変成岩の東に並列して分布する。

構成岩類は，主に塩基性火成岩起源の細粒な緑色片

岩・角閃石片岩からなり，少量の泥質・珪質・砂質

片岩を伴う。

阿武隈山地の西方には，脊梁山地を構成する地質

が分布する。脊梁山地は，主に第四紀火山岩類，新

第三系および第四系からなる。東方の阿武隈川へ礫

を供給している地質体に限定すると，第四紀火山と

しては吾妻火山，安達太良火山および那須火山があ

る。吾妻火山は輝石安山岩が主要な構成岩石であり，

かんらん石含有輝石安山岩，かんらん石玄武岩を伴っ

ている。安達太良火山は，玄武岩質安山岩をわずか

に伴うが，輝石安山岩を主体としている。那須火山

は，輝石安山岩を主体とするが，玄武岩やデイサイ

トをわずかに伴うのが特徴である。１６０万～１１０万年

前に那須連峰から噴火したとされている白河火砕流

は，多量の石英・角閃石，少量の輝石を含む火砕流

堆積物で，主にデイサイト質溶結凝灰岩からなる。

その分布は広範で，白河市～西郷村付近の他，須賀

川～矢吹ヶ原丘陵，三春や二本松東部の阿武隈山地

の西部域にも分布する。新第三系および第四系は，

主に福島盆地周辺地域，土湯地域，郡山盆地西縁域

に分布する。

阿武隈山地北東縁部の相馬市～原町市には砂岩・

頁岩などの堆積岩類からなる古生界の相馬古生層や

ジュラ～最下部白亜系の相馬中村層群が分布してい

る。阿武隈山地南東部の日立・常磐南部地域には，

第三系が分布している。第三系は，下位から始新世

～漸新世の白水層群，中新世の湯長谷層群，白土層

群，高久層群，中新世～鮮新世の多賀層群からなる。

これらの地層は，主に堆積岩類や火砕岩類からなり，

東へ緩く同斜構造をなして丘陵や台地を形成してい

る。阿武隈山地南方の八溝山地は，砂岩，頁岩，チャ

ートなどの堆積岩類を主体とする上部古生界～上部

ジュラ系の八溝帯から構成されている。

（２）石材産地

上に示した地質概略を踏まえ，石器に使用されて

いる石材の産地について検討を行った。岩種毎に分

け，以下にその結果を示す。

１）深成岩類

深成岩類に属する石材としては，アプライト，黒

雲母花崗岩，細粒花崗岩，花崗閃緑岩，細粒黒雲母

花崗閃緑岩，片状花崗閃緑岩，片状黒雲母花崗閃緑

岩，斑状黒雲母花崗閃緑岩，角閃石黒雲母花崗閃緑

岩，黒雲母花崗閃緑岩，はんれい岩およびドレライ

トが使用されている。これらの深成岩類は，主に磨

石，石皿および凹石に使用されている。花崗岩類お

よび苦鉄質岩類は，阿武隈花崗岩体に由来する在地

性の石材である。

２）火山岩類

火山岩類に属する石材としては，黒曜石，流紋岩，

スフェルライト質流紋岩，黒雲母流紋岩，デイサイ

ト，ガラス質デイサイト，角閃石デイサイト，安山
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岩，無斑晶ガラス質安山岩，無斑晶質安山岩および

輝石安山岩が使用されている。これらの火山岩類は，

主に石鏃，磨石，石錐，凹石，石槍，スクレイパー

に使用されている。特に多く使用されている石材は，

流紋岩と輝石安山岩である。流紋岩は，石鏃に多量

に使用されている他，石錐，石槍，スクレイパーと

して使用されている。剥片にも比較的多く認められ

ていることから，本遺跡で加工している石器もあっ

たものと推測される。輝石安山岩は，磨石および凹

石に多用されている。

黒曜石の産地としては，栃木県の高原山，山形県

の月山などが最も近い産地として挙げられるが，成

分分析等の結果を踏まえて産地の検討を行うことが

望まれる。流紋岩類およびデイサイト類についての

近隣の産地としては，那須火山周辺の流紋岩体，郡

山北西部の高玉地域などが存在する。安山岩類は，

脊梁山脈を構成する新第三系または第四系に由来す

る石材と推定される。ただし，石鏃に使用されてい

る無斑晶ガラス質安山岩および無斑晶質安山岩は，

搬入品である可能性が高い。ガラス質安山岩は，一

般的な輝石安山岩とは異なり，その分布地域は黒曜

石と同様にきわめて限られている。さらに，福島県

下におけるガラス質安山岩の産地は知られていない

ことから，県外からの搬入品であると考えられる。

３）火山砕屑岩類

火山砕屑岩類に属する石材としては，軽石凝灰岩，

デイサイト質凝灰岩，溶結凝灰岩および凝灰岩が使

用されている。これらは，主に石鏃，スクレイパー，

石核などに使用されている。

これらの凝灰岩類は，新鮮で白色～乳白色系の外

観を示し，新第三系の変質したグリーンタフなどと

は明らかに異なる岩相を呈する。石鏃として多く使

用されているデイサイト質凝灰岩は，石英の斑晶を

必ず含み，ユータキシティック組織を示すものや，

波状に湾曲したガラスのレンズを含むものが認めら

れる。肉眼での溶結，非溶結の判定は難しいが，石鏃

に使用されるほど硬質であることから，おそらく強

溶結した溶結凝灰岩と推定される。このような岩相

を示す凝灰岩類は，那須火山の火砕流堆積物とされ

る更新統の白河火砕流に由来する岩石と推定される。

４）堆積岩類

堆積岩類に属する石材としては，砂岩，頁岩，珪

質頁岩，チャートおよび石灰岩が使用されている。

これらのうち，頁岩，珪質頁岩およびチャートは，

石鏃に多用され，その他，石匙，石槍，磨製石斧，

石錐などに使用されている。砂岩および石灰岩は，

磨石，凹石などに使用されている。

砂岩，頁岩，チャートおよび石灰岩は，田村郡大

越町～滝根町に分布する年代不詳の滝根層群に由来

する在地性の石材である。一方，珪質頁岩は，岩相

から山形県・新潟県に分布する新第三系中新統上部

のいわゆる硬質頁岩と判定される。山形県下では，

草薙層，新潟県下では七谷層として堆積した岩石で

あり，脊梁山脈を挟んで日本海側の新第三系のみに

産出し，太平洋側の地層には産出しない。遺跡から

最も近い産地としては，山形県米沢市などが候補と

して挙げられる。

５）変成岩類

変成岩類に属する石材としては，角閃岩，角閃石

片岩，緑色片岩，砂質片岩，泥質片岩，黒雲母片岩，

白雲母片岩，緑色千枚岩，菫青石ホルンフェルス，

ホルンフェルス，緑色岩および粘板岩が使用されて

いる。これらの変成岩類は，打製石斧，磨製石斧な

どに使用されている。

これらの大部分は，阿武隈山地南部の竹貫・御斎

所変成岩類に由来する石材と考えられる。竹貫・御

斎所変成岩類は，遺跡南方に分布しているが，変成

岩類はこれらの他に，郡山市～福島市の間にも点在

しており，遺跡北西方面からの搬入の可能性も考え

られる。また，ホルンフェルスについては，上述し
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た在地性の滝根層群に由来するものが含まれている

可能性もある。滝根層群は，周囲の阿武隈花崗岩類

による接触変成作用を被っており，ホルンフェルス

も局在するとされている。

６）変質岩類

変質岩類に属する石材としては，変質流紋岩，変

質安山岩，変はんれい岩，変輝緑石および蛇紋岩が

使用されている。これらの変質岩類は主に磨製石斧

として使用されている。

変質流紋岩および変質安山岩の産地としては，脊

梁山脈の東側に分布する新第三系などが候補として

挙げられる。これらは特に希少な石材ではないため，

阿武隈川の河床礫としても採取が可能である。変は

んれい岩，変輝緑岩および蛇紋岩は，前述した阿武

隈花崗岩体中に点在する苦鉄質な深成岩類に伴って

産出する岩石と考えられる。しかし，岩相的に関東

地方やその他の地方に出土する磨製石斧と類似する

ものも認められることから，搬入されたものも含ま

れている可能性がある。

７）鉱物

鉱物としては，石英，玉髄および滑石が使用され

ている。石英および玉髄は石鏃に，滑石は装飾品と

して使用されている。

石鏃には，前述のように上記の鉱物以外には流紋

岩が多量に使用されている。石英および玉髄は，流

紋岩の晶洞や変質部などに産する鉱物であるため，

流紋岩と同様に脊梁山脈に産地が求められる。滑石

は，一般に超塩基性岩の低温変成作用または熱水変

質作用によって生成されるため，蛇紋岩に伴って産

出する場合が多い。上述の阿武隈山地に点在する蛇

紋岩と同様な由来が考えられる。

５．まとめ

遺跡の位置する小野町は，近隣に堆積岩類の産地

を伴うが，周囲は阿武隈花崗岩体に囲まれた地質環

境にある。そのため，堆積岩類，深成岩類および深

成岩類に伴う変質岩類以外は，すべて搬入石材とみ

なすことができる。搬入石材の代表的なものは，火

山岩類・火山砕屑岩類であり，石鏃をはじめ，磨石，

石錐などに使用されている。これらは，脊梁山脈の

第四紀火山に由来する岩石であり，西方地域からの

搬入品と理解される。石鏃用の石材として多用され

ている流紋岩およびデイサイト質凝灰岩（図１）には，

二次加工のある剥片なども認められており，本遺跡

でも加工されていたという様子が窺える。遺跡近隣

より入手できるその他の石材としては，変成岩類が

あり，打製石斧または磨製石斧に使用されている。

これらは，遺跡南方に分布する竹貫・御斎所変成岩

類，または，郡山市～福島市に点在する変成岩類に

由来する搬入石材と考えられる。

以上の石材は，福島県下において入手できる石材

と考えられるが，福島県下では入手できない石材も

認められている。それらは，石鏃に使用されている

黒曜石，珪質頁岩，無斑晶ガラス質安山岩などであ

る。珪質頁岩は，新第三系中新統上部のいわゆる硬

質頁岩であり，最も近い産地である山形県米沢市な

どからの搬入品と考えられる。黒曜石および無斑晶

ガラス質安山岩の産地については不明であるが，黒

曜石については，栃木県の高原山，山形県の月山，

長野県の和田峠などの産地が候補として挙げられる

だろう。このような遠方からの搬入石材は，当時の

人々の活動を示唆する資料として重要であり，今後

の石器石材に関するデータの蓄積により，その詳細が

明らかになってゆくものと期待される。
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表１ 石材鑑定結果表（１）

通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名
通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名

１ 一次 ２１２－１０ AB２１ 石錐 流紋岩 ７６一次 ２０９－１１ AD２７ 石鏃 流紋岩
２ 一次 ２０６－３０ W２６ 石鏃（欠損） チャート ７７一次 ２０８－１０ AB２６ 石鏃 流紋岩
３ 一次 ２０６－２２ AA２８ 石鏃 角閃石デイサイト ７８一次 ２１３－４ AA２５ 石錐 流紋岩
４ 一次 ２０６－１８ Y２４ 石鏃（欠損） デイサイト質凝灰岩 ７９一次 AB２７ 石錐 流紋岩
５ 一次 ２０８－３ X２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ８０一次 ２０９－２２ U２４ 石鏃 チャート
６ 一次 ２０５－１８ W２６ 石鏃 流紋岩 ８１一次 V２５ 二次加工ある剥片 デイサイト質凝灰岩
７ 一次 ２０７－６ Y２４ 石鏃 凝灰岩 ８２一次 ２１０－４ X２８ 石鏃 頁岩
８ 一次 ２０７－１６ Z２５ 石鏃 チャート ８３一次 ２１０－１５ V２３ 石槍 変質流紋岩
９ 一次 ２０７－１５ Y２５ 石鏃 チャート ８４一次 X２４ 石鏃 黒曜石
１０一次 ２０６－２８ Y２５ 石鏃 チャート ８５一次 Y２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１１一次 ２０６－２６ Y２４ 石鏃 チャート ８６一次 X２２ 二次加工ある剥片 デイサイト質凝灰岩
１２一次 ２０７－２３ AD２８ 石鏃 チャート ８７一次 V２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１３一次 ２０７－８ Z２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ８８一次 AB２７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１４一次 ２０８－２２ AA２５ 石鏃 チャート ８９一次 W２４北半 石鏃 玉髄
１５一次 ２０６－２ Q２１ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ９０一次 ２０９－１０ T２１ 石鏃 珪質頁岩
１６一次 ２０７－７ AA２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ９１一次 Z２４ 二次加工ある剥片 チャート
１７一次 ２０７－９ V２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ９２一次 W２４ 二次加工ある剥片 黒曜石
１８一次 ２０６－１ Z２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ９３一次 AB２７ 二次加工ある剥片 チャート
１９一次 ２０５－８ W２６ 石鏃 流紋岩 ９４一次 Z２８ 二次加工ある剥片 流紋岩
２０一次 ２０６－１０ Z２４ 石鏃 頁岩 ９５一次 ２１２－２ X２４北半 石篦 デイサイト質凝灰岩
２１一次 ２０６－４ X２８ 石鏃 流紋岩 ９６一次 V２６ 二次加工ある剥片 デイサイト質凝灰岩
２２一次 ２０６－２３ AB２６ 石鏃 角閃石デイサイト ９７一次 ２１１－１０ X２４ スクレイパー 流紋岩
２３一次 ２０５－１９ X２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ９８一次 ２１１－１３ X２６ 石篦 流紋岩
２４一次 ２０６－７ Y２５ 石鏃 チャート ９９一次 AA２５ 二次加工ある剥片 流紋岩
２５一次 ２０５－７ V２６ 石鏃 玉髄 １００一次 ２１２－１ U２０ スクレイパー 流紋岩
２６一次 ２０５－２３ AA２５ 石鏃 頁岩 １０１一次 ２１５－１ Z２４ 磨製石斧 安山岩
２７一次 Z２８ 石鏃 凝灰岩 １０２一次 ２１５－６ AA２５ 石篦 凝灰岩
２８一次 ２０６－９ Y２３ 石鏃 玉髄 １０３一次 X２６ スクレイパー 黒雲母花崗閃緑岩
２９一次 ２０９－５ V２５ 石鏃 デイサイト １０４一次 S２２ 磨製石斧 角閃石片岩
３０一次 ２０７－２５ Y２２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １０５一次 ２１４－７ U１９ 磨製石斧 粘板岩
３１一次 ２０９－１７ Y２４南半 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １０６一次 AC２６ 磨製石斧 安山岩
３２一次 V２０ 二次加工ある剥片 デイサイト質凝灰岩 １０７一次 W２４ 磨製石斧 黒雲母片岩
３３一次 ２１０－３ AB２５ 石鏃 流紋岩 １０８一次 R２１ 磨製石斧 頁岩
３４一次 ２０８－１ AB２６ 石鏃 チャート １０９一次 ２１６－３ AB２７ 打製石斧 緑色千枚岩
３５一次 ２０５－４ Z２５ 石鏃 チャート １１０一次 W２４ 砥石 流紋岩
３６一次 ２０７－２９ V２６ 石鏃 珪質頁岩 １１１一次 ２０８－６ Y２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３７一次 AA２６ 二次加工ある剥片 チャート １１２一次 ２１２－１５ AE２７ 石鏃 流紋岩
３８一次 ２１０－６ Z２５ 石鏃 凝灰岩 １１３一次 ２０５－２５ V２６ 石鏃 黒曜石
３９一次 ２０８－２ T２０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １１４一次 V２６ 二次加工ある剥片 チャート
４０一次 ２０９－１６ X２４東半 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １１５一次 X２５ ラウンドスクレイパー 珪質頁岩
４１一次 ２１０－２ R２０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １１６一次 ２１６－６ X２３ 凹石 細粒黒雲母花崗閃緑岩
４２一次 ２０８－１２ AC２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １１７一次 ２１６－１３ Z２７ 凹石 輝石安山岩
４３一次 X２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １１８一次 ２１６－９ Z２７ 凹石 細粒黒雲母花崗閃緑岩
４４一次 ２０９－１４ AB２７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １１９一次 ２１７－２ V２１ 凹石 砂岩
４５一次 ２０８－２５ AB２６ 石鏃 流紋岩 １２０一次 ２１７－１ X２７ 磨石 アプライト
４６一次 ２０９－６ AA２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １２１一次 ２１７－７ T２３ 磨石 黒雲母流紋岩
４７一次 ２０８－３３ AB２５ 石鏃 流紋岩 １２２一次 ２１７－１０ AC２６ 磨石 輝石安山岩
４８一次 ２０７－２０ W２５ 石鏃 流紋岩 １２３一次 ２２０－９ AA２６ 磨石 砂質片岩
４９一次 ２０７－２１ AB２６ 石鏃 流紋岩 １２４一次 ２１７－６ AB２６ 磨石 輝石安山岩
５０一次 AA２７ 石錐 流紋岩 １２５一次 ２２０－４ V２６ 磨石 輝石安山岩
５１一次 ２１２－１６ V２６ 石錐 デイサイト質凝灰岩 １２６一次 R２０ 凹石 花崗閃緑岩
５２一次 ２１０－１２ W２５ 石槍 珪質頁岩 １２７一次 Z２５ 凹石 輝石安山岩
５３一次 ２１０－１３ AD２６ 石槍 流紋岩 １２８一次 R２１ 凹石 輝石安山岩
５４一次 W２５ スクレイパー デイサイト質凝灰岩 １２９一次 Z２６ 磨石 デイサイト
５５一次 V２１ 石鏃 流紋岩 １３０一次 ２１９－１２ S２０ 磨石 黒雲母流紋岩
５６一次 ２０８－１３ AA２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １３１一次 AB２１ 凹石 黒雲母流紋岩
５７一次 AD２８ 石鏃 流紋岩 １３２一次 ２１７－３ V２６ 磨石 スフェルライト質流紋岩
５８一次 ２１１－７ AA２６ 石匙 珪質頁岩 １３３一次 ２１６－１５ AB２１ 凹石 花崗閃緑岩
５９一次 ２１１－６ Z２８ 石匙 珪質頁岩 １３４一次 ２２０－１０ V２１ 磨石 輝石安山岩
６０一次 ２１０－１８ S２０ 石匙 流紋岩 １３５一次 R２１ 磨石 デイサイト
６１一次 ２０９－１９ AA２５ 石鏃 石英 １３６一次 ２２１－２ V２６ 磨石 輝石安山岩
６２一次 ２０７－３１ V２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １３７一次 ２２１－３ U２４ 磨石 輝石安山岩
６３一次 ２０９－７ V２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １３８一次 ２１４－１０ R２２ 磨製石斧 頁岩
６４一次 ２１１－１１ X２７ スクレイパー 珪質頁岩 １３９一次 AB２６ 磨石 黒雲母花崗閃緑岩
６５一次 ２０６－３ AC２７ 石鏃 流紋岩 １４０一次 ２１６－１１ T２３ 磨石 輝石安山岩
６６一次 X２８ 石錐 流紋岩 １４１一次 T１９ 磨石 輝石安山岩
６７一次 ２１０－１１ W２４ 石槍 玉髄 １４２一次 ２２１－１ AA２８ 磨石 軽石凝灰岩
６８一次 ２０７－１０ X２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １４３一次 AA２６ 磨石 片状花崗閃緑岩
６９一次 ２０９－１３ W２４南半 石鏃 チャート １４４一次 ２２１－８ W２５ 磨石 砂岩
７０一次 ２０９－１８ X２４ 石鏃 チャート １４５一次 ２１６－１４ W２７ 磨石 輝石安山岩
７１一次 X２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １４６一次 ２０８－２６ AB２５ 石鏃 流紋岩
７２一次 ２０９－１５ X２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １４７一次 Y２４ 石皿 黒雲母花崗閃緑岩
７３一次 ２０５－２７ V２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １４８一次 W２５ 石皿 黒雲母花崗閃緑岩
７４一次 ２０５－２６ V２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １４９一次 AA２７ 石皿 花崗閃緑岩
７５一次 ２０６－２１ AB２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 １５０一次 Z２７ 石皿 黒雲母花崗閃緑岩
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表１ 石材鑑定結果表（２）

通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名
通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名

１５１一次 ２０６－２０ X２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２２６一次 ２０５－２０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１５２一次 X２７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２２７一次 ２０５－２２ 石鏃 チャート
１５３一次 ２０８－３０ X２４ 石鏃 チャート ２２８一次 石鏃 変輝緑石
１５４一次 ２０６－２７ Y２２ 石鏃 チャート ２２９一次 ２０８－１４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１５５一次 ２０５－２１ Y２４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２３０一次 二次加工ある剥片 デイサイト質凝灰岩
１５６一次 ２１１－１２ Y２５ スクレイパー デイサイト質凝灰岩 ２３１一次 石槍 流紋岩
１５７一次 ２０８－２０ W２４ 石鏃 珪質頁岩 ２３２一次 トレンチ 磨石 輝石安山岩
１５８一次 ２０９－４ Z２７ 石鏃 流紋岩 ２３３一次 トレンチ 磨石 黒雲母流紋岩
１５９一次 ２１４－６ Y２４ 磨製石斧 変はんれい岩 ２３４一次 ２０９－２６ 石鏃 流紋岩
１６０一次 Y２４ 二次加工ある剥片 ホルンフェルス ２３５二次 ５０－３５ SI１８ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１６１一次 X２３ 磨石 輝石安山岩 ２３６二次 ５２－２４ SI１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１６２一次 Y２５ 凹石 黒雲母花崗閃緑岩 ２３７二次 ５２－２７ SI１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１６３一次 ２１６－８ Y２５ 凹石 斑状黒雲母花崗閃緑岩 ２３８二次 ５２－２８ SI１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１６４一次 ２１６－７ Y２９ 凹石 輝石安山岩 ２３９二次 ５２－２５ SI１９ 石鏃 溶結凝灰岩
１６５一次 ２１９－１０ Z２５ 石皿 砂岩 ２４０二次 ５２－２６ SI１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１６６一次 ２１４－４ S２１ 磨製石斧 細粒黒雲母花崗閃緑岩 ２４１二次 ５２－２９ SI１９ 石鏃 デイサイト
１６７一次 ２１６－１０ AB２６ 凹石 輝石安山岩 ２４２二次 ５３－８ SI２０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１６８一次 W２７ 磨石 輝石安山岩 ２４３二次 ５３－７ SI２０ 石鏃 石英
１６９一次 １１－１６ SI０１掘形 石鏃 角閃石デイサイト ２４４二次 ５３－１２ SI２１ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７０一次 １１－１７ SI０１掘形 石鏃 角閃石デイサイト ２４５二次 ５３－１３ SI２１ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７１一次 １７－１９ SI０２ 石鏃 チャート ２４６二次 ５３－１４ SI２１ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７２一次 １７－１７ SI０２ 石鏃 流紋岩 ２４７二次 ５６－２４ SI２２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７３一次 １７－１６ SI０２ 石鏃 角閃石デイサイト ２４８二次 ５６－１９ SI２２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７４一次 １７－５ SI０２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２４９二次 ５６－２１ SI２２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７５一次 １７－１８ SI０２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２５０二次 ５６－２３ SI２２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７６一次 １７－２０ SI０２ 磨石 輝石安山岩 ２５１二次 ５６－２７ SI２２ 石錐 流紋岩（赤玉質）
１７７一次 １７－２１ SI０２ 敲石 輝石安山岩 ２５２二次 ５６－２５ SI２２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７８一次 １７－２２ SI０２カマド 磨石 輝石安山岩 ２５３二次 ５６－２０ SI２２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１７９一次 ２１－８ SI０４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２５４二次 ５６－２２ SI２２ 石鏃 流紋岩
１８０一次 ２１－９ SI０４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２５５二次 ５６－２６ SI２２ 石鏃 流紋岩
１８１一次 ２１－１０ SI０４ 石匙 珪質頁岩 ２５６二次 ６１－１２ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８２一次 ２７－２６ SI０５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２５７二次 ６１－２４ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８３一次 SI０５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２５８二次 ６１－６ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８４一次 ２７－２８ SI０５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２５９二次 ６１－２３ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８５一次 ２７－３０ SI０５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２６０二次 ６１－５ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８６一次 ２７－３２ SI０５床面石器１ 凹石 輝石安山岩 ２６１二次 ６０－２７ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８７一次 ２７－２７ SI０５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２６２二次 ６１－４ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８８一次 ２７－２９ SI０５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２６３二次 ６０－３５ SI２５ 石鏃 流紋岩
１８９一次 ２７－３１ SI０５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２６４二次 ６０－２５ SI２５ 石鏃 流紋岩
１９０一次 ２９－１４ SI０６ 石鏃 流紋岩 ２６５二次 ６１－２１ SI２５ 石鏃 流紋岩
１９１一次 ２９－１６ SI０６ 石鏃 流紋岩 ２６６二次 ６０－３６ SI２５ 石鏃 珪質頁岩
１９２一次 ２９－１５ SI０６ 石鏃 チャート ２６７二次 ６０－３４ SI２５ 石鏃 チャート
１９３一次 ３４－１ SI０７サブトレ内 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２６８二次 ６０－３３ SI２５ 石鏃 流紋岩
１９４一次 ３４－３ SI０７サブトレ内 石鏃 角閃石デイサイト ２６９二次 ６１－３３ SI２５ 石錐 流紋岩
１９５一次 ３４－７ SI０７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２７０二次 ６０－１５ SI２５ 石鏃 頁岩
１９６一次 ３４－１０ SI０７ 打製石斧 黒雲母花崗閃緑岩 ２７１二次 ６０－１６ SI２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
１９７一次 ３４－６ SI０７f 区 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２７２二次 ６０－２６ SI２５ 石鏃 流紋岩
１９８一次 ３４－４ SI０７f 区 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２７３二次 ６１－２８ SI２５ 石錐 チャート
１９９一次 ３４－８ SI０７d区 打製石斧 黒雲母花崗閃緑岩 ２７４二次 ６１－３０ SI２５ 石鏃 流紋岩
２００一次 ３４－９ SI０７f 区 凹石 細粒黒雲母花崗閃緑岩 ２７５二次 ６１－３２ SI２５ 石鏃 流紋岩
２０１一次 ３４－２ SI０７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２７６二次 ６２－７ SI２５ 磨石 菫青石ホルンフェルス
２０２一次 ３４－５ SI０７c区 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２７７二次 ６１－１１ SI２５ 石鏃 流紋岩
２０３一次 ３５－４ SI０８床面 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２７８二次 ６１－２２ SI２５ 石鏃 流紋岩
２０４一次 ３７－１３ SI０９b区 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２７９二次 ６１－１６ SI２５ 石鏃 流紋岩
２０５一次 ３９－１２ SI１０ 石鏃 ホルンフェルス ２８０二次 ６０－３２ SI２５ 石鏃 流紋岩
２０６一次 ３９－１３ SI１０床面 石皿 花崗閃緑岩 ２８１二次 ６０－２４ SI２５ 石鏃 流紋岩
２０７一次 ４２－３９ SI１３ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２８２二次 ６０－３７ SI２５ 石鏃 流紋岩
２０８一次 ４８－１２ SI１７№１９ 石皿 黒雲母花崗閃緑岩 ２８３二次 ６１－１７ SI２５ 石鏃 チャート
２０９一次 ９９－１２ SB０４P３ 石錐 珪質頁岩 ２８４二次 ６１－１５ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１０一次 ９９－１３ SB０４P４ 石錐 流紋岩 ２８５二次 ６１－１８ SI２５ 石錐 流紋岩
２１１一次 １１６－１ SK０１ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２８６二次 ６１－２７ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１２一次 １１６－２ SK０４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２８７二次 ６１－１０ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１３一次 １１６－５ SK０５ 石剣 黒雲母片岩 ２８８二次 ６１－１４ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１４一次 １１６－４ SK０５ 石鏃 流紋岩 ２８９二次 ６１－９ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１５一次 １１６－３ SK０５ 石錐 流紋岩 ２９０二次 ６０－３１ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１６一次 １１６－６ SK０６ 打製石斧 黒雲母花崗閃緑岩 ２９１二次 ６１－１３ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１７一次 １１６－７ SK０８ 石槍 頁岩 ２９２二次 ６１－１ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１８一次 １１６－８ SK０９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ２９３二次 ６０－２３ SI２５ 石鏃 流紋岩
２１９一次 １１６－９ SK０９ 石鏃 片状黒雲母花崗閃緑岩 ２９４二次 ６１－２６ SI２５ 石鏃 流紋岩
２２０一次 １１６－１０ SK０９ 凹石 チャート ２９５二次 ６２－６ SI２５ 打製石斧 緑色片岩
２２１一次 １１６－１１ SK１０ 石鏃 チャート ２９６二次 ６０－１７ SI２５ 石鏃 流紋岩
２２２一次 １１６－１２ SK１１ 磨製石斧 蛇紋岩 ２９７二次 ６０－２１ SI２５ 石鏃 流紋岩
２２３一次 １２１－１ AA２６GP１ 石冠 白雲母片岩 ２９８二次 ６０－２９ SI２５ 石鏃 流紋岩
２２４一次 スクレイパー 流紋岩 ２９９二次 ６０－２８ SI２５ 石鏃 流紋岩
２２５一次 石鏃 チャート ３００二次 ６０－２０ SI２５ 石鏃 流紋岩

付編４
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表１ 石材鑑定結果表（３）

通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名
通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名

３０１二次 ６１－１９ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３７６二次 ８４－１４ SI３６ 磨石 細粒花崗岩
３０２二次 ６２－５ SI２５ 磨製石斧 ドレライト ３７７二次 ８６－１７ SI３８ 石鏃 珪質頁岩
３０３二次 ６０－１３ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３７８二次 ８６－１６ SI３８ 石鏃 流紋岩
３０４二次 ６０－１４ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３７９二次 ８６－１８ SI３８ 磨石 黒雲母花崗岩
３０５二次 ６０－２２ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８０二次 ８９－１ SI４０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３０６二次 ６１－２５ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８１二次 ８９－２ SI４０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３０７二次 ６０－１９ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８２二次 ８９－３ SI４０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３０８二次 ６０－１８ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８３二次 ８９－４ SI４０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３０９二次 ６１－８ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８４二次 ８９－５ SI４０ 磨石 細粒花崗岩
３１０二次 ６０－３０ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８５二次 ８９－６ SI４０ 磨石 輝石安山岩
３１１二次 ６０－３８ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８６二次 ８９－７ SI４０ 石皿 細粒花崗岩
３１２二次 ６２－１ SI２５ 石錐 流紋岩 ３８７二次 ９０－３ SI４１ 磨石 黒雲母花崗岩
３１３二次 ６１－７ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８８二次 １１６－１３ SK２８ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３１４二次 ６０－１２ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３８９二次 １１６－１４ SK３５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３１５二次 ６１－３１ SI２５ 石錐 流紋岩 ３９０二次 １１６－１５ SK３５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３１６二次 ６１－２９ SI２５ 石錐 無斑晶質安山岩 ３９１二次 ２０５－２ N１９ 石鏃 流紋岩
３１７二次 ６１－２０ SI２５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ３９２二次 ２０６－２４ P２０ 石鏃 頁岩
３１８二次 ６１－２ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３９３二次 ２１０－１９ N１９ 石匙 頁岩
３１９二次 ６１－３ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３９４二次 ２２５－６ N１７ 耳飾 滑石
３２０二次 ６０－３９ SI２５ 石鏃 流紋岩 ３９５二次 ２１３－１ L１５ 石錐 頁岩
３２１二次 ６２－９ SI２５ 磨石 輝石安山岩 ３９６二次 ２０６－３２ K１７ 石鏃 流紋岩
３２２二次 ６２－８ SI２５ 磨石 細粒花崗岩 ３９７二次 ２０６－３１ O１７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３２３二次 ６２－１０ SI２５ 磨石 はんれい岩 ３９８二次 ２０５－１２ K１５ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３２４二次 ６２－１１ SI２５ 石皿 花崗閃緑岩 ３９９二次 ２０７－２７ K１６ 石鏃 流紋岩
３２５二次 ６２－１２ SI２５ 装飾品 滑石 ４００二次 ２１０－２０ O１８ 石匙 珪質頁岩
３２６二次 ６５－１０ SI２６ 石鏃 珪質頁岩 ４０１二次 ２０８－５ M１７ 石鏃 流紋岩
３２７二次 ６５－１６ SI２６ 石鏃 流紋岩 ４０２二次 ２１１－８ M１８ 石匙 珪質頁岩
３２８二次 ６５－１１ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４０３二次 ２０７－１３ M１７ 石鏃 珪質頁岩
３２９二次 ６５－１３ SI２６ 石鏃 珪質頁岩 ４０４二次 ２０５－１ O１９ 石鏃 珪質頁岩
３３０二次 ６５－１５ SI２６ 石鏃 頁岩 ４０５二次 ２０５－１１ N１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３３１二次 ６５－８ SI２６ 石鏃 流紋岩 ４０６二次 ２０５－２４ O１８ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３３２二次 ６５－９ SI２６ 石鏃 珪質頁岩 ４０７二次 ２０７－１ M１６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３３３二次 ６５－１２ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４０８二次 ２２０－１ J１５ 磨石 輝石安山岩
３３４二次 ６５－２０ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４０９二次 ２１８－５ R２０ 磨石 デイサイト
３３５二次 ６５－２４ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４１０二次 ２１８－４ M１７ 磨石 花崗閃緑岩
３３６二次 ６５－２１ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４１１二次 ２１８－８ O１８ 磨石 輝石安山岩
３３７二次 ６５－１８ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４１２二次 ２２０－５ N１６ 磨石 輝石安山岩
３３８二次 ６５－２２ SI２６ 石鏃 珪質頁岩 ４１３二次 ２２１－７ K１６ 磨石 ホルンフェルス
３３９二次 ６５－１７ SI２６ 石鏃 珪質頁岩 ４１４二次 ２１９－８ H１６ 磨石 輝石安山岩
３４０二次 ６５－２３ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４１５二次 ２２１－６ H１２ 磨石 角閃岩
３４１二次 ６５－１４ SI２６ 石鏃 流紋岩 ４１６二次 ２１７－４ N１７ 磨石 石灰岩
３４２二次 ６５－１９ SI２６ 石鏃 石英 ４１７二次 ２１７－１２ N１６ 磨石 輝石安山岩
３４３二次 ６６－１ SI２６ 磨製石斧 蛇紋岩 ４１８二次 ２１９－１３ E１３ 磨石 輝石安山岩
３４４二次 ６６－２ SI２６ 装飾品 滑石 ４１９二次 ２１９－５ J１６ 磨石 輝石安山岩
３４５二次 ６５－３１ SI２６ 石器未成品 玉髄 ４２０二次 ２１８－７ O１８ 磨石 輝石安山岩
３４６二次 ６５－２６ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４２１二次 ２１９－１１ O１８ 磨石 輝石安山岩
３４７二次 ６５－２５ SI２６ 石鏃 珪質頁岩 ４２２二次 ２１９－３ N１９ 磨石 輝石安山岩
３４８二次 ６５－２９ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４２３二次 ２１９－１ N１９ 磨石 輝石安山岩
３４９二次 ６５－２７ SI２６ 石鏃 玉髄 ４２４二次 ２１５－３ K１５ 磨製石斧 ホルンフェルス
３５０二次 ６５－３０ SI２６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４２５二次 ２１４－５ N１７ 磨製石斧 変質安山岩
３５１二次 ６５－２８ SI２６ 石鏃 頁岩 ４２６二次 ２１４－８ G１２ 磨製石斧 頁岩
３５２二次 ６６－３ SI２６ 磨石 輝石安山岩 ４２７二次 ２１５－２ K１５ 小型磨製石斧 ホルンフェルス
３５３二次 ６６－４ SI２６ 磨石 デイサイト ４２８二次 ２１６－１ J１３ 磨製石斧 デイサイト
３５４二次 ６６－５ SI２６ 磨石 輝石安山岩 ４２９二次 ２１６－２ N１８ 打製石斧 頁岩
３５５二次 ６９－１２ SI２８ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４３０二次 ２１１－２ D１３ 石匙 珪質頁岩
３５６二次 ６９－９ SI２８ 石鏃 玉髄 ４３１二次 ２０５－１０ I１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３５７二次 ６９－１４ SI２８ 石鏃 流紋岩 ４３２二次 ２１１－４ J１５ 石匙 珪質頁岩
３５８二次 ６９－１０ SI２８ 石鏃 珪質頁岩 ４３３二次 ２０７－５ K１４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３５９二次 ６９－１５ SI２８ 石鏃 流紋岩 ４３４二次 ２０７－１２ L１５ 石鏃 流紋岩
３６０二次 ６９－１３ SI２８ 石鏃 流紋岩 ４３５二次 ２０５－１３ F１１ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３６１二次 ６９－１１ SI２８ 石鏃 流紋岩 ４３６二次 ２０７－１９ K１７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３６２二次 ６９－１６ SI２８ 石鏃 玉髄 ４３７二次 ２０７－１７ L１５ 石鏃 流紋岩
３６３二次 ６９－１８ SI２８ 石鏃 チャート ４３８二次 ２１０－１６ L１６ 石槍 珪質頁岩
３６４二次 ６９－１７ SI２８ 石鏃 流紋岩 ４３９二次 ２０８－３１ L１７ 石鏃 流紋岩
３６５二次 ６９－１９ SI２８ 磨石 輝石安山岩 ４４０二次 ２０６－１７ L１７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３６６二次 ７１－１６ SI２９ 異形石器 流紋岩 ４４１二次 ２０５－１４ L１７ 石鏃 珪質頁岩
３６７二次 ７６－２２ SI３２ 石鏃 流紋岩 ４４２二次 ２０６－１９ L１８ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３６８二次 ７６－２４ SI３２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４４３二次 ２０７－２４ M１６ 石鏃 珪質頁岩
３６９二次 ７６－２３ SI３２ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４４４二次 ２１１－３ M１６ 石匙 珪質頁岩
３７０二次 ７８－１６ SI３３ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４４５二次 ２０５－１７ M１７ 石鏃 流紋岩
３７１二次 ７８－１８ SI３３ 石鏃 頁岩 ４４６二次 ２０８－２３ M１８ 石鏃 珪質頁岩
３７２二次 ７８－１７ SI３３ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４４７二次 ２０５－３ M１９ 石鏃 珪質頁岩
３７３二次 ７８－１９ SI３３ 石鏃 流紋岩 ４４８二次 ２１４－１ M１９ 石核 流紋岩
３７４二次 ８０－５ SI３４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４４９二次 ２０５－１６ M１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
３７５二次 ８０－６ SI３４ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ４５０二次 ２１５－４ N１５ 磨製石斧 砂質片岩
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表１ 石材鑑定結果表（４）

通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名
通し
№
調査
次数

挿図
番号

出土地点 器種 岩石名

４５１二次 ２１２－８ N１６ 石錐 頁岩 ５２６二次 ２２２－１ L１６ 石皿 黒雲母花崗岩
４５２二次 ２１５－８ N１６ 打製石斧 ホルンフェルス ５２７二次 ２２２－２ L１７ 石皿 角閃石黒雲母花崗閃緑岩
４５３二次 ２０７－１１ N１６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５２８二次 ２２５－４ AA３０ 石剣 頁岩
４５４二次 ２０９－２ N１６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５２９二次 ２０８－２４ AA３０ 石鏃 流紋岩
４５５二次 ２１０－７９ N１６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５３０二次 ２０７－４ AB２９ 石鏃 流紋岩
４５６二次 ２０５－１５ N１６ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５３１二次 ２０６－５ AB２９ 石鏃 流紋岩
４５７二次 ２０６－２９ N１７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５３２二次 ２０６－１４ AB２９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
４５８二次 ２０６－１１ N１７ 石鏃 珪質頁岩 ５３３二次 ２１３－１１ AB２９ 剥片 流紋岩
４５９二次 ２０６－２５ N１８ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５３４二次 ２０８－２７ AB３０ 石鏃 流紋岩
４６０二次 N１８ 打製石斧 緑色千枚岩 ５３５二次 ２０９－９ AB３０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
４６１二次 ２１５－７ N１９ 打製石斧 泥質片岩 ５３６二次 ２１３－９ AB３０ 剥片 流紋岩
４６２二次 ２０５－５ N１９ 石鏃 珪質頁岩 ５３７二次 ２２５－７ AB３０ 砥石 流紋岩
４６３二次 ２０７－２ N１９ 石鏃 頁岩 ５３８二次 ２１３－１７ AB３０ 石核 デイサイト質凝灰岩
４６４二次 ２０７－１８ N１９ 石鏃 珪質頁岩 ５３９二次 ２０５－６ AB３０ 石鏃 珪質頁岩
４６５二次 ２０６－３３ N２０ 石鏃 黒雲母流紋岩 ５４０二次 ２１３－１０ AB３０ 剥片 流紋岩
４６６二次 ２１４－９ O１６ 磨製石斧 変はんれい岩 ５４１二次 ２１３－３ AB３０ 石錐 流紋岩
４６７二次 ２１０－１ O１７ 石鏃 珪質頁岩 ５４２二次 ２１３－１２ AB３０ 剥片 流紋岩
４６８二次 ２１４－２ O１７ 石核 流紋岩 ５４３二次 ２０９－２５ AB３０ 石鏃 流紋岩
４６９二次 O１７ 石鏃 頁岩 ５４４二次 ２０６－１５ AB３０ 石鏃 流紋岩
４７０二次 ２１１－５ O１７ 石匙 珪質頁岩 ５４５二次 ２０９－２３ AC２９ 石鏃 流紋岩
４７１二次 ２１５－５ O１８ 磨製石斧 緑色岩 ５４６二次 ２１２－１４ AD２８ 石錐 流紋岩
４７２二次 ２１１－１ O１８ 石匙 珪質頁岩 ５４７二次 ２１３－８ AE２７ 剥片 珪質頁岩
４７３二次 ２０６－６ O１８ 石鏃 流紋岩 ５４８二次 ２１３－５ Z３０ 石錐 流紋岩
４７４二次 ２１３－１６ O１９ 石核 デイサイト質凝灰岩 ５４９二次 ２１３－７ Z３０ 剥片 チャート
４７５二次 ２１２－１７ O１９ 石錐 珪質頁岩 ５５０二次 ２１３－１４ Z３０ 剥片 流紋岩
４７６二次 ２０８－２１ O２０ 石鏃 流紋岩 ５５１二次 ２０５－９ Z３０ 石鏃 ガラス質デイサイト
４７７二次 ２０７－１９ O２０ 石鏃 無斑晶ガラス質安山岩 ５５２二次 ２０７－３ Z３０ 石鏃 デイサイト質凝灰岩
４７８二次 ２０９－３ O２０ 石鏃 珪質頁岩 ５５３二次 ２０８－９ Z３０ 石鏃 流紋岩
４７９二次 ２０６－１２ P１８ 石鏃 流紋岩 ５５４二次 ２１０－７ Z３０ 石鏃 流紋岩（赤玉質）
４８０二次 ２０７－１８ P２１ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５５５二次 ２０９－２４ Z３０ 石鏃 流紋岩
４８１二次 ２１３－１８ Q２０ 石核 デイサイト質凝灰岩 ５５６二次 ２０８－１１ Z３０ 石鏃 珪質頁岩
４８２二次 ２１３－１９ R１９ 石核 デイサイト質凝灰岩 ５５７二次 ２１２－１１ Z３０ 石錐 流紋岩
４８３二次 ２１４－３ R１９ 石核 玉髄 ５５８二次 ２０９－１ Z３０ 石鏃 流紋岩
４８４二次 ２０７－２６ S１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５５９二次 ２１３－６ Z３０ 剥片 流紋岩
４８５二次 ２１２－７ S１９ 石錐 珪質頁岩 ５６０二次 ２１３－１５ Z３０ 石核 デイサイト質凝灰岩
４８６二次 ２０６－１６ F１３ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５６１二次 ２１３－１３ Z３１ 剥片 流紋岩
４８７二次 ２０７－２８ L１６ 石鏃 珪質頁岩 ５６２二次 ２１２－１３ Z３１ 石錐 流紋岩
４８８二次 ２１２－６ M１５ 石鏃 泥質片岩 ５６３二次 ２１２－１２ Z３１ 石錐 流紋岩
４８９二次 ２１５－９ M１５ 打製石斧 菫青石ホルンフェルス ５６４二次 ２１２－９ 石錐 流紋岩
４９０二次 ２１０－９ M１６ 石鏃 珪質頁岩 ５６５二次 ２０７－３０ SH 石鏃 デイサイト質凝灰岩
４９１二次 ２０８－８ M１８ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５６６二次 ２１７－８ AB２３ 磨石 輝石安山岩
４９２二次 ２０９－２７ M１９ 石鏃 珪質頁岩 ５６７二次 ２１７－５ AB３０ 磨石 細粒花崗岩
４９３二次 ２０７－１４ N１７ 石鏃 珪質頁岩 ５６８二次 ２１９－２ AE２６ 磨石 輝石安山岩
４９４二次 ２０９－２０ O１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５６９二次 ２０８－２９ １T 石鏃 流紋岩
４９５二次 ２１０－８ O１９ 石鏃 無斑晶質安山岩 ５７０二次 ２０８－３２ １T 石鏃 流紋岩
４９６二次 ２０９－２１ O１９ 石鏃 珪質頁岩 ５７１二次 ２０８－１５ １T 石鏃 デイサイト質凝灰岩
４９７二次 ２０９－１２ P１７ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５７２二次 ２０８－２８ ４T 石鏃 流紋岩
４９８二次 ２１２－４ P１９ 石匙 流紋岩 ５７３二次 ２１０－１７ ４T 石鏃 デイサイト質凝灰岩
４９９二次 ２０８－４ P１９ 石鏃 デイサイト質凝灰岩 ５７４二次 ２０６－８ ６T 石槍 流紋岩
５００二次 ２１８－１４ 表採 磨石 デイサイト ５７５二次 ２１１－９ １６T 石箆 頁岩
５０１二次 ２１５－１０ 表採 打製石斧 輝石安山岩 ５７６二次 ２０８－１７ ６T 石鏃 デイサイト質凝灰岩
５０２二次 ２１６－４ D１３ 磨石 頁岩 ５７７二次 ２１０－５ ２６T 石鏃 流紋岩
５０３二次 ２１６－５ E１２ 磨石 凝灰岩 ５７８二次 ２０８－１６２６T 石鏃 流紋岩
５０４二次 ２２１－５ E１２ 磨石 細粒花崗岩 ５７９二次 ２０６－１３２７T 石鏃 デイサイト質凝灰岩
５０５二次 ２１７－１１ E１５ 磨石 細粒花崗岩 ５８０二次 ２１２－５ ３１T 石箆 菫青石ホルンフェルス
５０６二次 E１６ 磨石 輝石安山岩
５０７二次 ２１８－１３ F１４ 磨石 輝石安山岩
５０８二次 ２２０－６ G１３ 磨石 輝石安山岩
５０９二次 ２２０－７ I１５ 磨石 輝石安山岩
５１０二次 ２１７－９ I１９ 磨石 デイサイト
５１１二次 ２２０－３ J１６ 磨石 輝石安山岩
５１２二次 ２１９－６ K１５ 磨石 輝石安山岩
５１３二次 ２１８－１２ L１７ 磨石 花崗閃緑岩
５１４二次 ２２０－２ M１６ 磨石 輝石安山岩
５１５二次 ２１８－２ M１９ 磨石 輝石安山岩
５１６二次 ２１９－４ M１６ 磨石 輝石安山岩
５１７二次 ２１８－９ N１５ 磨石 輝石安山岩
５１８二次 ２１８－６ N１９ 磨石 ドレライト
５１９二次 ２１８－３ O１７ 磨石 花崗閃緑岩
５２０二次 ２１８－１１ O１７ 磨石 デイサイト
５２１二次 ２２０－８ O１７ 磨石 輝石安山岩
５２２二次 ２１８－１ O１８ 磨石 黒雲母花崗岩
５２３二次 ２１８－１０ Q２０ 磨石 輝石安山岩
５２４二次 ２２１－４ Q２０ 磨石 細粒花崗岩
５２５二次 ２１９－７ S１９ 磨石 輝石安山岩
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玉髄�
その他�黒曜石�

流紋岩類�

デイサイト�

デイサイト質�
凝灰岩�

安山岩類�

泥質変成岩�

チャート�

珪質頁岩�

頁岩�

表３ 石鏃の石材構成

図１ 石鏃の石材構成

分類 岩石名 個数 分類 岩石名 個数
深成岩類
１
０．３％

片状黒雲母花崗閃緑岩 １ 堆積岩類
６３
１８．７％

頁岩
珪質頁岩
チャート

１０
３０
２３

火山岩類
１２５
３７．１％

黒曜石
流紋岩
黒雲母流紋岩
デイサイト
ガラス質デイサイト
角閃石デイサイト
無斑晶ガラス質安山岩
無斑晶質安山岩

２
１１１
１
２
１
６
１
１

変成岩類
２
０．６％

泥質片岩
ホルンフェルス

１
１

変質岩類
１
０．３％

変輝緑石 １

鉱物
９
２．７％

石英
玉髄

３
６

火砕岩類
１３６
４０．４％

デイサイト質凝灰岩
溶結凝灰岩
凝灰岩

１３２
１
３

鑑定総個数 ３３７
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付編５ 福島県西田Ｈ遺跡出土土器付着物の１４Ｃ年代測定

小林謙一１）・坂本 稔１）・松崎浩之２）

１）国立歴史民俗博物館

２）東京大学原子力研究総合センター・タンデム加速器研究部門

福島県西田Ｈ遺跡出土土器付着物の１４Ｃ年代測定を

試みた。試料番号はONNDHとした。５は包含層出

土縄文早期大畑Ｇ式に比定される胴部破片内側，２３は

８号住居跡出土縄文早期常世�式に比定される復元

可能個体の付着炭化物である。

１ 炭化物の処理

２３の（３）は，ベータアナリティック社へ委託し，

他は国立歴史民俗博物館で行った。

（１）前処理：有機溶媒による油脂成分等の除去，酸

・アルカリ・酸による化学洗浄（ＡＡＡ処理）。

ＡＡＡ処理は，８０℃，各１時間で，希塩酸溶液（１

N－HCl）２回，アルカリ溶液（０．１N－NaOH）３回，

酸処理（２４０分以上），純水を用い洗浄４回を行った。

５と２３それぞれ採集した総重量４７．０�，５６．０�，

ＡＡＡ前処理を行った量（処理量）４７．０�，４０．０�，

前処理後回収した量（回収量）２７．１６�，４．４７�，ガス

精製に供した量（精製）４．９３�，３．１８�，精製した二

酸化炭素の炭素相当量（ガス）３．０３�，０．９８�である。

（２）二酸化炭素化と精製：酸化銅により試料を酸化

（二酸化炭素化），真空ラインを用いて不純物を除去。

（３）グラファイト化：鉄（またはコバルト）触媒のも

とで水素還元しグラファイト炭素に転換。アルミ製

カソードに充填。

２ 測定結果と暦年の較正

AMSによる１４Ｃ測定は，５は，東京大学原子力研

究総合センターのタンデム加速器施設（機関番号

MTC）で標準試料とともに行い，２３はベータアナリ

ティック社（機関番号Beta）へ委託した。

年代データの１４Ｃ BPという表示は，西暦１９５０年

を基点にして計算した１４Ｃ年代（１４ＣBPとする）であ

る。１４Ｃの半減期は国際的に５，５６８年を用いる。誤差

は測定における統計誤差（１標準偏差，６８％信頼限界）

である。AMSでは，グラファイト炭素試料の１４Ｃ／１２

Ｃ比を加速器により測定する。同時に加速器で測定

した１３Ｃ／１２Ｃ比により，１４Ｃ／１２Ｃ比に対する同位体効

果を調べ補正する。１３Ｃ／１２Ｃ比は，標準体（古生物

belemnite化石の炭酸カルシウムの１３Ｃ／１２Ｃ比）偏差値

に対する千分率 δ１３Ｃ（パーミル，‰）で示され，この

値を－２５‰に規格化して得られる１４Ｃ／１２Ｃ比によって

補正する。補正した１４Ｃ／１２Ｃ比から，１４Ｃ年代値が得

られる。

δ１３Ｃ値については，東京大学測定分は，昭光通商

に委託して，安定同位体比を測定した値である。ベ

ータアナリティック社の測定分は，１３Ｃ用二酸化炭素

試料を質量分析計により測定した１３Ｃ／１２Ｃ比の値であ

る。

測定値を較正曲線 INTCAL９８（暦年代と炭素１４年代

を暦年代に修正するためのデータベース，１９９８年版）

と比較することによって実年代（暦年代）を推定でき

る。両者に統計誤差があるため，統計数理的に扱う

方がより正確に年代を表現でき，測定値と較正曲線

データベースとの一致の度合いを確率で示すことに

より，暦年代の推定値確率分布として表す。暦年較

正プログラムは，OxCal Programに準じた方法で作

成したプログラムを用いる。統計誤差は２標準偏差

に相当する９５％信頼限界で計算した。年代は，較正

された西暦 cal BCで示す。（ ）内は推定確率である。

暦年較正年代をみると，常世�式に比定される２３

１７７



（１/４）�

（２/５）�

Ｖ１９　ＬⅣ�

ＳＩ０８�

ＯＮＮＤＨ５�

ＯＮＮＤＨ２３（図３５－１）�

炭
化
物
付
着�

は，紀元前５８９０－５７２０年，大畑Ｇ式に比定される５

は，前５４７０－５３１５年に含まれる可能性が高い。

この報告は，国立歴史民俗博物館 平成１６年度基

盤研究「高精度年代測定法の活用による歴史資料の

総合的研究」（研究代表 今村峯雄）の成果の一部で

ある。

試料 測定機関 炭素年代 １４Ｃ ＢＰ 暦年較正 cal BC（２σ）
番号 番号 δ１３Ｃ‰ （補正値） （％）は確率密度

ONNDH ５ MTC－０４３４３ －２４．３ ６４０５ ±４５ ５４７０－５３１５ ９４．１％

５３０５－５３００ １．２％

ONNDH ２３ Beta－１９０３５５ －２５．８ ６９５０ ±４０ ５９６５－５９５０ ２．３％

５８９０－５７２０ ９２．９％

図１ 歴年較正確率密度分布

付編５
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１ ONNDH－５ 炭化物付着状況 ２ ONNDH－５ 炭化物付着状況 ６倍

３ ONNDH－５ 炭化物ＡＡＡ処理後 ２５倍 ４ ONNDH－２３ 炭化物ＡＡＡ処理後 ２５倍
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